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世界人権宣言啓発書画 「鳥」　「自由と解放」を表わしたもの 小　木　太　法　書
オタピオ・ロス　画

世
界
人
権
宣
言
と
は…

一
九
四
八
年
十
二
月
十
日

国
際
連
合
第
三
回
総
会
に
お
い
て
採
択

（  

　
　
　
　
　
　
　）

　第
二
次
世
界
大
戦
は
、
五
、
六
〇
〇
万
人

を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
悲
惨
な
戦
争
で

し
た
。

　こ
の
厳
粛
な
経
験
か
ら
、
二
度
と
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
全
世
界
で
基
本
的

人
権
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
世
界
各
国
の
人
々
及
び
国
が
達

成
す
べ
き
基
本
的
人
権
の
基
準
を
宣
言
し
た

の
が
、「
世
界
人
権
宣
言
」
で
す
。

　世
界
人
権
宣
言
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
全

て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
平
等
で
あ
る
、
と
い
う
理
念
で
す
。

　そ
し
て
、
基
本
的
人
権
は
、
い
か
な
る
差

別
を
受
け
る
こ
と
な
く
享
有
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。



と　き：令和6年12月14日
ところ：兵庫県学校厚生会館

全国中学生人権作文コンテスト
兵庫県大会表彰式

人権イメージキャラクター
「人ＫＥＮまもる君」

人権イメージキャラクター
「人ＫＥＮあゆみちゃん」



こどもの人権ＳＯＳミニレター

の
り
づ
け

の
り
づ
け

や
ま
お
り
①

や
ま
お
り
①

や
ま
お
り
②

や
ま
お
り
②

❶真ん中のきりとり線で
切りはなします。

ま

き

なか せん

❷下のカードを切りはなし、
封筒を切り取ります。

した き

ふう とう き と

やまおり③やまおり③

やまおり④やまおり④

き
り
と
り

か べつ かみ か いっ しょ おく

書ききれないときは別の紙に書いて一緒に送ってね。

わでん

電話（　　　　） －

へん じ ほう ほう

返事はどの方法が
いいですか？
（✓をつけてね）

おし
あなたのことを
教えてください。

〒

まえな

ふりがな

名前

せい べつ

性 別

がっ こう めい

学校名
くみ

組
ねん

年

ＳＯＳミニレターの送り方
おく かた

困っていること、悩んでいることは？
こま なや

いじめのこと 　　いじめ以外の学校のこと 　　お家のこと 　　その他 （　　　　　　　　　　　　）
い がい がっ こう うち ほか

その他 （　　　　）
ほか

手紙に書いた悩みを誰かに話していますか？
て がみ か なや だれ はな

家　族 ： 誰に（　　　　　　　  ）　　先生　　  友だち
か ぞく だれ せん

ほか だれ だれ はな

せい とも

その他 ： 誰に（　　　　　　  　）　　誰にも話していない

今、困っていること、悩んでいることを書いてね。
いま なや かこま

①いつ？

②だれに？

とも つい　か

友だち追加はこちらから

インターネットでも相談できます。インターネットでも相談できます。
そう だんそう だん

切り取って2つ折りにすると
カードになるよ。

き と お

※申し込んだ後に、相談内容を書き込むためのＵＲＬアドレスが
　送られてきます。

もう

おく

こ あと そう だん ない か こよう

困ったときに相談できる
連絡先カードです。

切り取って、
いつも持っていてね。

き と

も

こま

れん らくさき

そうだん

インターネット 人権相談
じん けん そう だん

検索
けん さく

こどもの人権
じん けん

きりとりきりとりきりとりきりとり

き
り
と
り

き
り
と
り

き
り
と
り

き
り
と
り

き
り
と
り

き
り
と
り

き
り
と
り

SOS － eメールSOS － eメール

今の気持ちは？
き もいま

かなしいこまったー いやだ！こわい・・

じゅう しょ

住所

❸やまおり線を順番に折り、「の
りづけ」と書いてあるところに
のりをつけて封筒を作ります。
のりをつけて、しっかりはって
ください。

せん じゅん

か

つく

ばん お

ふう とう

❹のりが乾いてから手紙を封筒に入れて封筒の中から
手紙が出てしまわないように、赤い部分の裏側を
しっかりのりではってからポストに入れてください。

で

い

ふう とう ふう とう なかいかわ て がみ

て がみ あか ぶ ぶん うら がわ

へん じ ば しょ じゅうしょ でん わ ばん ごう ま ちが か

返事がほしい場所の住所や電話番号を間違えないように最後まで書いてね。
さい ご

やまおり

きりとり きりとり線に沿って、
切り取ることができるよ。
番号順に折って、
封筒をつくってね。

き

ふうとう

と

おばんごうじゅん

せん そ

※はさみがなくても作れるよ。
つく

（
小
学
生
用
）

（ここには何も
書かないでね。）

なに

か

LINEでも相談できるよ。
そう だん

③何をされた？
なに

うちて がみ がっ こう ほか

手紙（　  あなたのお家 　  学校 　  その他（　　　　　                                ））　
でん わ

電話（　  自分の携帯電話 　  あなたのお家 　  その他（　　　　                     ））
でん わけい たいじ ぶん うち ほか

差
出
有
効
期
間

20
26
年
3月
31

日
ま
で

（
切
手
不
要
）

切
手
は
20
26
年
3月
31
日
ま
で
い
り
ま
せ
ん
。

き
っ

ね
ん

が
つ

に
ち

て

切手は2026年3月31日までいりません。
きっ ねん がつ にちて

料
金
受
取
人
払
郵
便

東京法務局
東京都人権擁護委員連合会

とうきょう

とうきょう と じん けん よう ご い いん れん ごう かい

ほう む きょく
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 SOSミニレター SOSミニレターこどもの人権
じん けん

って？

困ったことをなんでも相談してください。

0120-007-1100120-007-110
フリーダイヤル ぜろぜろ なな の ひゃくとおばん

困ったことをなんでも相談してください。

人権イメージキャラクター
「人KENあゆみちゃん」

じんけん

じん
人権イメージキャラクター
「人KENまもる君」

じんけん

じん くん

ミニレター

いつも持っていてね！
も

人権イメージキャラクター
「人KENあゆみちゃん」

じんけん

じん
人権イメージキャラクター
「人KENまもる君」

じんけん

じん くん

※携帯電話・スマートフォンからもかけられます。
けい たい でん わ

※あなたの近くの法務局につながります。
ほうちか む きょく

相談時間：月曜日～金曜日  午前8：30～午後5：15
そう げつ よう び よう び ご ご ごぜんきんだん じ かん

そうこま だん

こどもの人権110番こどもの人権110番
じん けん ばん

通話無料
つう わ む りょう

カード

電話で相談
でん わ

そう だん

相談時間：月曜日～金曜日　午前8：30～午後5：15
そう げつよう び よう び ご ぜん ご ごきんだん じ かん

こどもの人権
じん

ばん

けん

110番110番

通話
無料

つう わ

りょうむ0120-007-110
フリーダイヤル ぜろ ななぜろ の ひゃくとおばん

この冊子には、ＳＯＳカードの横に音声コードが印刷されています。

Uni-Voiceアプリを使用して読み取ると、記録されている情報を音声で聞くことができます。

さっし おんせいよこ いんさつ

よし とよう じょうほう せい きろく おんき

じん
けん

じんけ
ん

音声コードを利用される方に配布する際
は、音声コードの位置がわかるように、
右下の点線部を丸く切り取ってください。

おんせい

みぎした てんせん ぶ まる き と

おんせい

り よう かた

い ち

さいはい ふ

き
り
と
り

き
り
と
り

「電話」「メール」「LINE」
ほか そう だんでん わでん わ

SOSミニレターの他に、「電話」、「メール」、「LINE」で相談することもできるよ。

小学生用

メールで相談そう だん

法務省のホームページでも相談を受け付けているよ。
ほう そう だん う つむ しょう

こどもの人権
じん けん

検 索

クリック!
けん さく

インターネット  人権相談
じん けん そう だん

こちらからでも
アクセスできるよSOS － eメールSOS － eメール

あなたの悩みを、あなたの力になってくれる人が
読んで必ず返事をくれる手紙だよ。
どんな悩みでもいいから、この裏面に相談したい
ことを書いて、気軽に送ってね。
お友達が困っているときも相談してね。

なや

うらなや

とも　  だち こま

めん そう だん

そう だん

か き がる おく

ちから ひと

よ かなら へん て がみじ

ＬＩＮＥでも相談を受け付けているよ。
そう だん う つ

とも つい　か
こちらから
友だち追加してください

LINEじんけん相談LINEじんけん相談
そう だん

切り取って、カードとして使ってね。
つかき と

ＳＯＳミニレターの
使い方
つか かた

う～
ん・
・・

1 困っていること、悩んでいることが
ある人は・・・

こま

なや

ひと

学校などで
いじめられている

がっ こう SNSや
インターネットで
悪口を書き込まれた
わるくち か こ

学校や家族、
その他のことで
悩んでいる

がっこう か　ぞく

なや

ほか
親から宗教を理由に
学校の行事に

参加させてもらえない

おや しゅうきょう り ゆう

さん か

がっ こう ぎょう じ

2それをＳＯＳミニレターに書いて、
送ろう！

か

おく

3 人権擁護委員や
法務局の職員が
あなたのお悩みに
ついて考え、
お返事をします

じん けん よう ご い いん

なや

かんが

へん じ

しょくいんほう む きょく

例えば
たと

みなさんの人権を守る仕事
をしている人権擁護委員や法
務局の職員が返事をするよ。

じん まも し

ほう

む きょく しょくいん

じん けん

へん

よう ご い いん

じ

ごとけん

どんな人が
返事をくれるの？

ひと

へん じ

ひみつは
守るよ
まも

悩みを書いて
ポストに入れてね！

なや か

い

（切手はいらないよ）
きって

検 索

クリック!
けん さく

LINEじんけん相談
そう だん

※相談内容によっては、関係機関とともに
　対応することがあります。

そうだんないよう かんけい

たいおう

き かん

LINEで相談そう だん

親や兄姉に
叩かれたりして
悩んでいる

おや けいし

たた

なや

東京法務局・東京都人権擁護委員連合会
とう きょう とう じん けん よう ご い いん れん ごう かいきょう とほう む きょく

東京法務局・東京都人権擁護委員連合会
とう きょう とう じん けん よう ご い いん れん ごう かいきょう とほう む きょく

小学生用

の
り
づ
け

山
折
り
①

山
折
り
①

山
折
り
②

山
折
り
②

山折り③山折り③

山折り④山折り④

今、困っていること、悩んでいることを書いてください（いつ、だれに、何をされましたか？） 。

切り取って2つ折りにすると
携帯しやすいカードになります。

切り取って、いつも
携帯してください。

あなたのことを
教えてください。

ふりがな

名前

学校名 組年

じゅう しょ

住所

困ったときに相談できる
連絡先カードです。

こま

れん らくさき

そうだん

〒

の
り
づ
け

（
中
学
生
用
）

わでん

電話（　　　　） －
（ここには何も書か
 ないでください。）

なに か

❶メッセージを書いたら、
真ん中のきりとり線で
切りはなします。

か

ま

き

なか せん
❷下のカードを切りはなし、
封筒を切り取ります。

した き

ふう とう き とＳＯＳミニレターの送り方
おく かた

❸山折り線を順番に折り、「のり
づけ」と書いてあるところにの
りをつけて封筒を作ります。
　のりをつけて、しっかり貼って
ください。

せん じゅん

か

つく

は

ばんやま お お

ふう とう

❹のりが乾いてから手紙を封筒に入れて封筒の
中から手紙が出てしまわないように、しっか
りのりで貼ってからポストに入れてください。

なか で

は い

ふう とう ふう とういかわ て がみ

て がみ

山
折
り
②

き
り
と
り

山
折
り
②

き
り
と
り

山
折
り
②

き
り
と
り

山折り④きりとり 山折り④きりとり

山
折
り
②

き
り
と
り

山折り

きりとり きりとり線に沿って、
切り取ることができます。
番号順に折って、
封筒をつくってください。

き

ふうとう

と

おばんごうじゅん

せん そ

やま お

や
ま
お

やま お

やま お

き

けいたい

と お

き

けい たい

と

まえ

くみねん

いじめのこと 　　いじめ以外の学校のこと 　　家庭のこと 　　その他 （　　　　　　　　　　　　）

困っていること、悩んでいることは？
こま なや

い がい がっ こう か てい ほか

返答希望場所の住所や電話番号を正確に書いてください。
へん とう き ぼう ば しょ じゅうしょ でん わ ばん ごう せい かく か

がっ こう めい

な

いま こま なや か

書ききれないときは別の紙に書いて一緒に送ってください。
か べつ かみ か いっ しょ おく

や
ま

お

おし

なに

へん じ ほう ほう

返事はどの方法が
いいですか？

うちて がみ がっ こう ほか

手紙（　  あなたのお家 　  学校 　  その他（　　　　　                                ））　
でん わ

電話（　  自分の携帯電話 　  あなたのお家 　  その他（　　　　                     ））
でん わけい たいじ ぶん うち ほか

手紙に書いた悩みを誰かに相談できていますか？
て がみ か なや だれ そう だん

家　族 ： 誰に（　　　　　　）　　先生　　  友だち
か ぞく だれ せん

ほか だれ だれ そう だん

せい とも

その他 ： 誰に（　　　　　　）　　誰にも相談していない

※はさみを使わずにつくれます。
つか

もう

おく

こ あと そう だん ない よう か こ

※申し込んだ後に、相談内容を書き込むためのＵＲＬアドレスが
　送られてきます。

とも つい　か

友だち追加はこちらから

インターネットでも相談できます。インターネットでも相談できます。
そう だんそう だん

インターネット 人権相談
じん けん そう だん

検索
けん さく

LINEでも相談できます。
そう だん

せい べつ

性 別

こどもの人権ＳＯＳ－eメールじん けん

切
手
は
20
26
年
3月
31
日
ま
で
い
り
ま
せ
ん
。

き
っ

ね
ん

が
つ

に
ち

て

切手は2026年3月31日までいりません。
きっ ねん がつ にちて

差
出
有
効
期
間

20
26
年
3月
31

日
ま
で

（
切
手
不
要
）
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東京法務局
東京都人権擁護委員連合会

とうきょう

とうきょう と じん けん よう ご い いん れん ごう かい

ほう む きょく

44
41

新
宿
郵
便
局

承
　
認

カード

音声コードを利用される方に配布する際
は、音声コードの位置がわかるように、
右下の点線部を丸く切り取ってください。

おんせい

みぎした てんせん ぶ まる き と

おんせい

り よう かた

い ち

さいはい ふ

中学生用

とも つい　か
こちらから
友だち追加してください

●友達からいじめを受けている
●暴力を受けて悩んでいる
●SNSやインターネットで悪口を書き込まれた

●親の宗教を理由に学校行事に参加できない
●学校や家族、その他のことで悩みがある

例えばこんなときに利用してください
とも だち う

がっ こう か ぞく ほか なや

おや しゅうきょう がっ こうぎょう じ さん かり ゆう

ぼうりょく う なや

りたと よう

わる くち か こ

ＳＯＳミニレターの利用のながれ

希望の連絡方法
（電話・手紙）で

あなたに返事をします。

き ぼう れん らく ほう ほう

でん わ て がみ

へん じ

り よう

「こどもの人権ＳＯＳミニレター」「こどもの人権ＳＯＳミニレター」について

あなたが悩んだり困ったりしていることなどについて書かれた手紙を、人権問題に詳しい人が 
読んで、手紙や電話でお返事をします。相談内容や個人情報などの秘密は守りますので、安心して
相談してください。お友達が困っているときも相談してください。
※相談には、みなさんの人権を守る仕事をしている人権擁護委員や法務局職員が応じます。また、相談内容によっては、関係機関とともに対応する場合が
　あります。

人権とは一人ひとりが人間らしく生きるための権利です。人は生まれたときから、誰もがこの権利を持って
います。周りの人から言葉や暴力で傷つけられたり、無視されるのは、大切な人権が守られていないとい
うことです。私たち法務省の人権擁護機関は、みなさんの人権を守る仕事をしています。

じん

わたし ほう む じん けん じん けん まも し ごとよう ご き かんしょう

ことひとまわ ば ぼう きず む たい せつ じん けん まもしりょく

けん にん けん ひと う だれり けん り もげん いひ とり
人権ってなに？
じん けん

この冊子には、ＳＯＳカードの横に

音声コードが印刷されています。

Uni-Voiceアプリを使用して読

み取ると、記録されている情報を

音声で聞くことができます。

さっ し よこ

おんせい いんさつ

よようし

じょうほう

せい き

ろく

おん

きと

この裏面に相談したいことを書いて送ってください。切手は不要です。
うら めん きっ て ふ ようそう だん か おく

相談内容の秘密は守ります。
そう だん ない よう ひ みつ まも

その悩み、私たちに相談してみませんか？

悩んでいるあなたへ。
なや

わたしなや そう だん

ＳＯＳミニレターの他に、「電話」「メール」 で相談することもできます。、「電話」「メール」、「ＬＩＮＥ」「ＬＩＮＥ」
ほか そう だんでん わでん わ

困ったときに相談できる連絡先カードです。切り取って、携帯してください。
こま そう だん れん らく さき き と けい たい

や
ま
お

相談時間：月曜日～金曜日  午前8：30～午後5：15
そう げつ よう び よう び ご ご ごぜんきんだん じ かん

じん けん

なや

てよ

そう だん とも だち こま そう だん

そうだん じん けん いんしまも じんけんよう ご ほう いん おう そうだんないよう かんけい き かん たいおう ば あいむ きょくしょくごと い

がみ でん わ へん じ そう だん ない よう こ じん じょうほう ひ みつ まも あん しん

こま か て がみ じん けん もん だい くわ ひと

あなたの手紙を
人権問題に詳しい人が読んで、
悩みを解決できる方法を考えます。

て がみ

じん けんもん だい くわ

ほうほうけつかい かんがなや

ひと よ裏の用紙に悩みを書いて
送ってください。
おく

うら よう なや かし

じん け
ん

ミニレター

じん
けん

困ったことをなんでも相談してください。

0120-007-1100120-007-110
フリーダイヤル ぜろぜろ なな の ひゃくとおばん

困ったことをなんでも相談してください。

※携帯電話・スマートフォンからもかけられます。
けい たい でん わ

※あなたの近くの法務局につながります。
ほうちか む きょく

そうこま だん

こどもの人権110番こどもの人権110番
じん けん ばん

通話無料
つう わ む りょう

人権イメージキャラクター
「人KENあゆみちゃん」

じん けん

じん
人権イメージキャラクター
「人KENまもる君」

じん けん

じん くん

メールで相談そう だん

法務省のホームページでも相談を受け付けています。
ほう そう だん う つむ しょう

こどもの人権
じん けん

検 索

クリック!
けん さく

インターネット  人権相談
じん けん そう だん

こちらからでも
アクセスできますSOS － eメールSOS － eメール

電話で相談
でん わ

そう だん

相談時間：月曜日～金曜日　午前8：30～午後5：15
そう げつよう び よう び ご ぜん ご ごきんだん じ かん

こどもの人権
じん

ばん

けん

110番110番

通話
無料

つう わ

りょうむ0120-007-110
フリーダイヤル ぜろ ななぜろ の ひゃくとおばん

ＬＩＮＥでも相談を受け付けています。
そう だん う つ

LINEじんけん相談LINEじんけん相談
そう だん

検 索

クリック!
けん さく

LINEじんけん相談
そう だん

LINEで相談そう だん

東京法務局・東京都人権擁護委員連合会
とう きょう とう じん けん よう ご い いん れん ごう かいきょう とほう む きょく

東京法務局・東京都人権擁護委員連合会
とう きょう とう じん けん よう ご い いん れん ごう かいきょう とほう む きょく

中学生用

　神戸地方法務局と兵庫県人権擁護委員連合会では、返信用封筒と便せんを一体

化した ｢こどもの人権ＳＯＳミニレター｣ を兵庫県内のすべての小・中学生のみな

さんに配布しています。

　身近な人にも相談できずにいるみなさんの悩みごとを、このレターに書いて教え

てください。人権問題に詳しい人権擁護委員がいっしょに考えて、悩んでいるみな

さんの力になります。もちろん相談内容や個人情報などの秘密は守ります。

　また、｢こどもの人権ＳＯＳミニレター｣ のほかに、電話「こどもの人権１１０番」

やメール「こどもの人権ＳＯＳ－ｅメール」で相談することもできます。



は　

し　

が　

き

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

五
六
年
度
か
ら
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、次
代
を
担
う
中
学
生
が
、人
権
に
関
す
る
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、人
権
尊
重
の
重
要
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
兵

庫
県
大
会
は
、
県
内
三
〇
九
校
か
ら
八
万
二
四
三
三
編
も
の
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
応
募
作
品
も
、
家

庭
、
学
校
又
は
地
域
で
の
体
験
や
見
聞
を
通
じ
て
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
問
題
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
、
生
徒
自
身
の
素

直
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
、
人
を
思
い
や
る
心
や
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
気
持
ち
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
作
文
集
に
は
、
数
次
の
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
文
一
四
編
を
収
録
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
お
読

み
い
た
だ
き
、
人
権
尊
重
の
輪
が
よ
り
一
層
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

終
わ
り
に
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
、
御
指
導
、
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
各
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
各
市
町
教
育
委
員
会
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
神
戸
放
送
局
・
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ラ
ジ
オ
関
西
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
・
神
戸
ス
ト
ー
ク
ス
の
皆
様
方
、



共
催
い
た
だ
い
た
神
戸
新
聞
社
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
七
年
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月
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地

方
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長
　
三
木
　
秀
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兵
庫
県
人
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擁
護
委
員
連
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会
長
　
山
樹
　
浩
一
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人
権
問
題
へ
の
感
度
を
上
げ
て

兵
庫
県
大
会
審
査
員
長　
　
　
　
　
　
　

神
戸
新
聞
社
編
集
局
報
道
部
長　
　
　
　

小

森
　

準

平

「
人
権
」
っ
て
何
だ
ろ
う
。
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
念
の
た
め
、手
元
の
辞
書
で
調
べ
ま
し
た
。「
人
間
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
」
と
あ
り
、「
実

定
法
上
の
権
利
の
よ
う
に
恣
意
（
し
い
）
的
に
剥
奪
ま
た
は
制
限
さ
れ
な
い
」
と
続
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
誰
に
と
っ
て
も

身
近
で
、
誰
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
権
利
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
世
界
各
地
で
続
い
て
い
る
戦
争
や
紛
争
の
現
場
で
は
、
罪
の
な
い
人
々
の
命
が
今
日
も
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
根

拠
不
明
の
デ
マ
や
誹
謗
中
傷
な
ど
が
深
刻
化
し
て
い
る
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
は
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
書
き
込
み
や
差

別
的
な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
社
会
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
権
が
い
つ
も
あ
る
と
い
う

の
が
残
念
な
が
ら
現
実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
少
し
ず
つ
で
も
改
善
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
に
は
未
来
を
担
う
若
い
皆
さ
ん
が
、

ま
ず
は
身
近
な
人
権
問
題
へ
の
感
度
を
上
げ
、
人
権
の
侵
害
は
許
さ
な
い
、
と
い
う
意
識
を
高
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

も
８
万
２
千
点
を
超
え
る
作
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
権
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
、
文
章
に
ま
と
め
る
と
い
う
経
験
は

き
っ
と
無
駄
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。



今
津
柊
馬
さ
ん
は
、
右
足
首
の
先
天
性
疾
患
と
周
囲
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。「
か
ら
か
わ
れ
る
と
思
っ
た
」

か
ら
夏
の
体
操
服
が
嫌
い
だ
っ
た
と
明
か
し
ま
す
が
、「
誰
一
人
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
」。
そ
こ
か
ら
内
省
を
深
め
、「
人

と
違
う
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
事
で
は
な
く
、
人
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
こ
そ
恥
ず
べ
き
こ
と
」
と
気
づ
き
ま
す
。

「
最
先
端
の
多
様
性
教
育
を
家
で
受
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
」
と
書
い
た
の
は
前
田
快
生
さ
ん
。
苦
手
な
運
動
を
無
理
強
い

し
た
り
せ
ず
、
何
も
否
定
せ
ず
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
へ
の
感
謝
を
つ
づ
り
、
多
様
性
の
素
晴
ら
し
さ
を
強
調
し
ま
す
。
そ
し

て
、「（
こ
れ
か
ら
）
ど
ん
な
人
に
出
会
え
る
だ
ろ
う
。
考
え
た
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」
と
前
を
向
き
ま
す
。

鳥
取
佳
純
さ
ん
は
、
駅
で
出
会
っ
た
耳
の
不
自
由
な
女
性
と
の
交
流
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。
両
手
に
荷
物
を
抱
え
る
自
分
に

席
を
譲
っ
て
く
れ
た
女
性
。
知
っ
て
い
た
手
話
で
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
こ
と
で
心
が
繋
が
り
、「
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら
き
っ
と
今
よ
り
も
も
っ
と
優
し
い
、
笑
顔
で
溢
れ
る
世
界
に
な
る
」
と
確
信
し
ま
す
。

田
中
蒼
真
さ
ん
が
書
い
た
の
は
、人
工
股
関
節
の
手
術
を
受
け
た
祖
母
の
こ
と
で
す
。
約
45
年
前
に
股
関
節
に
障
害
が
出
て
、

杖
を
つ
く
生
活
が
始
ま
っ
た
と
い
う
祖
母
。
周
囲
の
視
線
に
傷
つ
い
た
り
、
さ
り
げ
な
い
親
切
に
励
ま
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
を

知
り
、「
人
の
心
に
寄
り
添
い
理
解
し
合
う
努
力
こ
そ
、
今
の
僕
達
に
必
要
な
課
題
」
と
考
え
ま
す
。

平
野
圭
悟
さ
ん
は
、一
つ
年
下
の
「
は
る
君
」
と
の
交
流
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
た
「
は

る
君
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
が
「
一
度
も
嫌
い
に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
友
人
で
す
。「
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
人
間
は
み
ん
な
一
人
で
は
生
き
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
は
重
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
は
、
審
査
す
る
私
た
ち
に
も
刺
激
と
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
権
を
巡

る
状
況
は
良
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
―
。
そ
ん
な
期
待
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。



　
　
　
作
文
の
部



兵
庫
県
大
会
最
優
秀
賞

　
　

ク
ラ
ブ
フ
ッ
ト

加
古
川
市
立
浜
の
宮
中
学
校　

三
年　
　
　
　

今　

津　

柊　

馬

僕
は
右
足
首
が
ね
じ
れ
て
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
原
因
は
色
々
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い

そ
う
で
す
。
先
天
性
内
反
足
と
い
う
疾
患
で
、
奇
形
で
す
。
千
人
に
一
人
、
他
の
人
と
形
の
違
う
人
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

僕
は
生
後
５
日
で
つ
ま
先
か
ら
太
も
も
ま
で
ギ
ブ
ス
を
巻
き
、
生
後
三
十
日
で
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
て
繋
げ
る
手
術
を
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
、
つ
か
ま
り
立
ち
を
す
る
ま
で
ギ
ブ
ス
を
巻
き
続
け
、
歩
き
出
し
た
ら
装
具
を
つ
け
ま
す
。
生
ま
れ
て

す
ぐ
異
変
に
気
づ
い
て
く
れ
た
先
生
、
日
本
屈
指
の
小
児
整
形
の
先
生
、
毎
週
病
院
に
通
っ
て
く
れ
た
両
親
。
い
ろ
い
ろ
な
人

の
助
け
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
な
ん
と
か
足
の
裏
が
地
面
に
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
治
療
が
進
み
、
自
分
の
足
で
問
題
な
く
立
て
る
、

歩
け
る
、
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
右
足
と
左
足
の
大
き
さ
や
太
さ
、
長
さ
の
差
が
大
き
く
な
り
、
見
た
目
に
左
右
の
足
が
違
う

こ
と
が
み
ん
な
に
分
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
僕
は
夏
の
体
操
服
が
嫌
い
で
し
た
。
僕
の
足
が
み
ん
な

の
目
に
入
り
、
か
ら
か
わ
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
学
校
の
み
ん
な
は
僕
の
足
の
事
を
誰
一
人
何
も
言
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
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「
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」

「
気
づ
い
て
い
て
も
言
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

「
気
づ
い
て
い
る
の
な
ら
、
い
っ
そ
言
わ
れ
た
ほ
う
が
説
明
で
き
る
の
に
」

そ
う
思
い
な
が
ら
夏
の
体
育
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

中
学
一
年
生
か
ら
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
運
動
量
も
日
増
し
に
増
え
、
右
足
に
は
か
な
り
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
年
に
一
回
の
経
過
観
察
だ
っ
た
は
ず
が
、
数
か
月
に
一
度
県
立
こ
ど
も
病
院
へ
行
く
機
会
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
ず
っ
と
通
っ
て
い
る
病
院
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
何
と
な
く
い
つ
も
通
っ
て
い
た
病
院
で
す
が
、
僕
が
大
き
く
な

り
、
周
り
の
患
者
さ
ん
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
僕
と
同
じ
足
を
持
つ
子
が
他
に
も
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
、
見
た
目
に
分
か
る
症
状
の
重
い
子
ど
も
も
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
の
子
た
ち
は
僕
の
よ
う
に
隠
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
走
る
こ
と
も
歩
く
こ
と
も
で
き

な
い
子
た
ち
と
一
緒
に
順
番
を
待
っ
て
い
る
と
、
自
分
が
な
ん
だ
か
恥
ず
か
し
く
、
情
け
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
に
も

痛
め
な
が
ら
も
運
動
が
で
き
る
体
に
生
ま
れ
て
き
た
の
に
、
人
の
目
を
気
に
し
て
隠
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
み
ん
な

は
僕
の
足
を
何
も
言
わ
な
い
の
に
、
僕
が
自
分
自
身
で
自
分
の
足
や
み
ん
な
と
違
う
事
に
偏
見
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

こ
の
足
で
生
ま
れ
た
自
分
を
認
め
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
事
で
、
他
人
の
違
い
も
認
め
、
尊
重
す
る
こ
と
で
、
差
別

や
偏
見
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
持
っ
た
も
の
は
個
性
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
。

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
僕
の
足
は
マ
イ
ナ
ス
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
千
人
に
一
人
に
与
え
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
も
内
反
足
で
す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
一
人
も
内
反
足
で
す
。
こ
の
僕
に
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も
、
も
っ
と
も
っ
と
、
何
か
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
不
安
の
中
で
ギ
ブ
ス
を
巻
い
て
い
る
子
や
そ
の
家
族
に
、

「
大
丈
夫
！
歩
け
る
よ
！
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
！
」

と
希
望
を
与
え
ら
れ
た
ら
、
僕
の
足
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
力
強
い
勇
気
を
作
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
で
は
、
足
の
太
さ
や
サ
イ
ズ
が
違
う
事
を
隠
す
こ
と
も
な
く
、
冗
談
や
強
み
に
さ
え
し
て
し
ま
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
僕
も
同
じ
よ
う
に
人
の
見
た
目
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
相
手
の
こ
と
を
知
り

た
い
、
自
分
と
違
う
人
の
事
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
と
違
う
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
事
で
は
な
く
、
人
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
こ
そ
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
病
気
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
た
国
が
違
う
事
、
考
え
方
が
違
う
事
、
信
じ
る
神
様
が
違
う
事
、
肌
の
色
や
髪
の
癖
、
鼻
の
形
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
大
切
で
、
か
け
が
え
の
な
い
自
分
で
生
き
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
他
人
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
差
別
の
な
い
、

温
か
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
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「
快
は
多
様
性
の
時
代
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
な
」。
こ
れ
は
父
が
僕
に
よ
く
言
う
言
葉
だ
。
そ
し
て
僕
も
そ
の
通
り
だ

と
思
っ
て
い
る
。
数
年
前
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
。
こ
の
よ
う
に
社
会
で
「
多

様
性
」
が
声
高
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
り
も
ず
っ
と
前
か
ら
、
僕
は
最
先
端
の
多
様
性
教
育
を
家
で
受
け
て
い
た
よ

う
に
思
う
。

僕
は
小
学
三
年
生
の
頃
、
体
力
テ
ス
ト
で
握
力
が
四
キ
ロ
し
か
な
く
、
男
女
含
め
て
ク
ラ
ス
で
最
下
位
だ
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
伝
え
る
と
、
母
は
言
っ
た
。「
か
わ
い
い
！　

男
が
女
を
守
ら
な
き
ゃ
な
ん
て
考
え
は
も
う
古
い
の
。
快
生
み
た
い
な

力
が
弱
い
子
は
、
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
強
い
女
子
を
見
つ
け
た
ら
い
い
の
よ
。
霊
長
類
最
強
女
子
と
か
最
高
じ
ゃ
ん
」。

母
は
僕
を
一
切
否
定
し
な
か
っ
た
。
当
時
の
僕
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
瓶
の
蓋
は
四
つ
年
下
の
妹
に
開
け
て
も
ら
っ
て
い
て
、

特
に
困
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
母
の
励
ま
し
も
あ
り
、
非
力
な
自
分
を
悲
観
す
る
こ
と
な
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
今
で
は
握
力
二
十
六
キ
ロ
。
人
並
み
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
大
き
く
成
長
し
た
。

ま
た
、
男
子
は
小
さ
い
頃
か
ら
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
る
子
が
多
い
中
、
僕
が
ピ
ア
ノ
を
や
り

兵
庫
県
大
会
最
優
秀
賞

　
　

多
様
性
の
時
代
に
生
ま
れ
て

淡
路
市
立
東
浦
中
学
校　

三
年　
　
　
　

前　

田　

快　

生

ー 4 ー



た
い
と
言
っ
た
と
き
に
は
、
両
親
は
大
賛
成
し
て
く
れ
た
。
今
も
昔
も
運
動
に
関
し
て
は
超
絶
へ
っ
ぽ
こ
だ
が
、
そ
ん
な
僕

に
無
理
に
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
せ
よ
う
と
せ
ず
、
好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
ら
せ
て
く
れ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
人
間
の
多
様
性
と
は
、
性
別
や
人
種
、
宗
教
、
思
想
、
学
歴
な
ど
の
違
い
を
お
互
い
に
認
め
合
い
、
そ
れ
を
活

か
す
こ
と
で
世
の
中
が
元
気
に
な
り
、
社
会
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
。
今
で
こ
そ
グ
ー
グ

ル
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
超
大
企
業
が
あ
る
地
域
だ
が
、
当
時
は
、
会
社
員
や
芸
術
家
な
ど
も
い
れ
ば
、
薬
物
中
毒
者
や
ハ
ッ

カ
ー
や
ゲ
イ
な
ど
、
当
時
の
社
会
に
適
応
し
て
い
な
い
人
も
多
く
い
た
。
そ
ん
な
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
い
つ
し
か
「
世
界

を
変
え
る
」
と
い
う
反
骨
精
神
が
生
ま
れ
た
。
世
界
を
変
え
る
た
め
様
々
な
人
々
が
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
、
お
互
い
を
受

け
入
れ
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
個
性
と
個
性
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
新
た

な
世
界
の
中
心
と
な
る
も
の
が
誕
生
し
た
の
だ
。
多
様
性
と
は
つ
ま
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
も
互
い
を
受
け

入
れ
合
っ
て
、
何
も
否
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
な
の
だ
。

し
か
し
、
日
本
で
多
様
性
と
言
え
ば
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
障
が
い
者
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
来
の
意
味

と
は
異
な
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
多
様
性
を
盾
に
し
て
言
い
た
い
放
題
の
人
や
、
自
分
の
意
見
を
ぶ
つ
け

る
だ
け
で
、
他
人
の
意
見
な
ど
聞
き
も
せ
ず
、
互
い
を
受
け
入
れ
合
う
な
ど
考
え
も
し
な
い
人
も
い
る
。
そ
ん
な
社
会
で
あ

る
か
ら
、
多
様
性
と
い
う
文
字
を
見
る
だ
け
で
嫌
気
が
さ
す
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
多
様
性

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
そ
の
人
の
本
当
の
気
持
ち
は
そ
の
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
み
よ
う
、想
像
し
て
み
よ
う
と
し
て
も
、正
直
言
っ
て
無
理
な
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、わ
か
ら
な
い
か
ら
と
言
っ

て
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
を
思
い
や
り
、
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
多
様
性
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の
時
代
を
生
き
る
僕
た
ち
の
使
命
だ
と
思
う
の
だ
。

僕
は
多
様
性
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
み
ん
な
が
同
じ
こ
と
を
考
え
て
同
じ
よ
う
に
生
き
る
世
の
中
な
ん
て
と
て

も
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
と
違
う
考
え
に
出
会
う
こ
と
で
、
人
々
は
喜
び
を
感
じ
、
多
く
を
学
ぶ
の
だ
と
思
う
。

僕
は
中
学
校
に
入
っ
て
新
た
な
仲
間
に
出
会
っ
た
。
今
ま
で
に
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
タ
イ
プ
の
人
も
た
く
さ
ん
い
た
。

ど
ん
な
と
き
で
も
み
ん
な
を
ま
と
め
て
く
れ
て
「
こ
れ
ぞ
真
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
思
え
る
人
や
、
絶
対
に
周
り
に
流
さ
れ
ず
自

分
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
、口
は
悪
い
け
れ
ど
面
倒
見
が
良
く
て
頼
り
に
な
る
人
な
ど
。
い
ろ
ん
な
人
に
日
々
刺
激
を
も
ら
っ

て
僕
は
生
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
、
ど
ん
な
人
に
出
会
え
る
だ
ろ
う
。
考
え
た
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
多
様
性
の
時
代
に
生
き
る
僕
た
ち
が
、
い
い
歳
の
大
人
に
な
る
頃
に
は
、
き
っ
と
多
様
性
の
考
え
方

は
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
て
、
今
よ
り
み
ん
な
が
生
き
や
す
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

僕
の
「
快
生
」
と
い
う
名
前
は
「
快
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
両
親
が
付
け
て
く
れ
た
。
僕
は
自
分
の

名
前
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
僕
は
、
誰
も
が
快
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
僕
は
今
ま
で
通
り
、
相
手
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
明
る
い
未
来
を
夢
見
て
、
僕
は
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
に
学
び
続
け
る
。
未
来
は
僕
ら
の
手
の
中
だ
！
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繋
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純

四
月
、
私
は
素
敵
な
出
会
い
を
し
た
。
桜
が
散
り
始
め
た
頃
の
あ
の
日
の
あ
の
時
間
は
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。

両
手
に
荷
物
を
抱
え
て
や
っ
と
座
れ
る
と
思
っ
た
駅
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
は
満
席
だ
っ
た
。
歩
き
疲
れ
た
私
だ
っ
た
が
、
少
し

の
間
な
の
で
我
慢
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
ト
ン
ト
ン
と
肩
を
叩
か
れ
た
。
振
り
返
る
と
若
い
女
性
が
何
も
言
葉

を
発
せ
ず
笑
顔
で
ど
う
ぞ
と
席
を
譲
っ
て
く
れ
た
。
私
は
マ
ス
ク
越
し
に
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

言
う
と
女
性
か
ら
は
何
も
反
応
が
な
く
て
、
私
が
返
事
を
す
る
前
と
変
わ
ら
な
い
。
ず
っ
と
席
を
空
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
遠

慮
し
な
が
ら
も
座
ろ
う
と
思
っ
た
時
、
私
は
女
性
が
補
聴
器
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
女
性
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
、
な
ぜ
か
無
意
識
に
自
分
の
耳
を
触
っ
て
し
ま
っ
た
。
急
い
で
ス
マ
ホ
を

取
り
出
し
て
、「
私
は
全
然
大
丈
夫
で
す
！
気
に
し
な
い
で
座
っ
て
く
だ
さ
い
！
」と
文
字
に
起
こ
し
、席
を
立
っ
た
。す
る
と「
誰

か
に
席
を
譲
る
こ
と
は
こ
ん
な
私
に
で
も
で
き
る
思
い
や
り
だ
か
ら
！
」。耳
の
こ
と
に
気
づ
い
て
私
が
遠
慮
し
て
い
る
と
思
っ

た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
伝
え
て
く
れ
た
時
、
女
性
の
笑
顔
は
ど
こ
か
ひ
き
つ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
時
、
私
は
初
め
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て
自
分
は
間
違
っ
て
い
た
の
だ
と
気
づ
い
た
。
あ
の
瞬
間
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
は
全
て
差
別
だ
っ
た
か
ら
だ
。
何
も
知

ら
な
い
の
に
た
だ
「
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
」
と
、
勝
手
に
枠
に
当
て
は
め
て
、
だ
か
ら
大
変
、
か
わ
い
そ
う
、
大
げ
さ
に
気
を

遣
っ
て
自
分
と
は
違
う
人
、
特
別
な
人
だ
と
認
識
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

私
は
感
謝
の
思
い
を
何
か
強
く
伝
え
ら
れ
な
い
か
と
思
い
、
唯
一
知
っ
て
い
た
手
話
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
た
。
そ
う

す
る
と
女
性
は
優
し
い
目
で
私
を
見
つ
め
て
小
指
を
二
回
顎
に
当
て
た
。
そ
の
時
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
後
で
調
べ
て

み
る
と
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。
最
後
に
女
性
は
「
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ

り
が
と
う
だ
け
で
も
手
話
で
伝
え
て
く
れ
る
と
本
当
に
嬉
し
い
」
と
文
で
見
せ
て
く
れ
た
後
に
手
話
で
も
伝
え
て
く
れ
た
。
私

は
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
声
に
出
し
て
伝
え
ら
れ
る
以
上
に
手
話
は
力
強
く
て
優
し
く
て
、
そ
の
人
の
思
い
が
指
、
手
の
一
つ

一
つ
の
動
き
に
込
め
ら
れ
て
い
た
。

感
謝
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
と
っ
さ
に
出
た
手
話
が
女
性
を
嬉
し
い
気
持
ち
に
し
た
。
そ
う
で
き
た
こ
と
が
私
は

何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
よ
り
も
言
葉
が
は
っ
き
り
と
聴
こ
え
た
気
が
し
て
、
手
話
は
一
つ
の
言
語
な
ん
だ

と
そ
の
時
思
っ
た
。
今
の
時
代
、
手
話
は
ド
ラ
マ
や
映
画
、
本
な
ど
の
影
響
で
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
が
使
う
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
は
多
い
。
し
か
し
、
知
っ
て
い
る
だ
け
で
実
際
に
使
え
る
人
は
少
な
い
。
私
は
日
本
語
と
同
じ
様
に
手
話
を
使
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
。
だ
っ
て
手
話
に
は
人
の
心
と
心
を
通
わ
せ
る
魅
力
が
あ
る
と
思
う
か
ら
。「
あ
り
が
と
う
」
と
か
「
ど
う
い
た

し
ま
し
て
」
と
か
「
お
は
よ
う
」
と
か
、
そ
ん
な
分
か
り
や
す
い
言
葉
か
ら
で
も
い
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
心
と
心
は
繋
が
れ

る
と
思
う
。

人
は
み
ん
な
得
意
な
も
の
も
不
得
意
な
も
の
も
違
っ
て
、完
璧
な
人
な
ん
て
い
な
い
。そ
れ
と
同
じ
様
に
耳
が
聞
こ
え
な
か
っ

た
り
、
目
が
見
え
な
か
っ
た
り
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
す
る
の
も
同
じ
だ
と
思
う
。
日
常
生
活
で
過
ご
し
に
く
い
な
と
感
じ
る
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の
は
、
そ
の
人
た
ち
の
せ
い
で
は
な
く
「
障
害
者
」
の
対
義
語
だ
と
さ
れ
て
い
る
「
健
常
者
」
だ
と
私
た
ち
が
思
い
込
ん
で
壁

を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
違
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
ま
ず
は
お
互
い
を
知
っ
て
理
解
し
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
も
納
得
で
き
な
い
こ
と
や
、
自
分
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
。
そ
れ
で
も
思
い

を
伝
え
合
っ
て
考
え
を
共
有
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
世
界
中
の
み
ん
な
が
仲
間
だ
。

あ
の
女
性
と
出
会
っ
て
以
来
、
私
は
毎
日
少
し
ず
つ
だ
け
ど
手
話
を
覚
え
て
い
る
。
何
か
特
別
な
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

口
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
マ
ス
ク
を
外
し
た
り
、
筆
談
を
し
た
り
、
そ
の
人
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
何
で
も
い
い

と
思
う
。
あ
の
日
、
私
は
女
性
の
思
い
や
り
で
席
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
。
あ
の
日
、
私
は
私
の
思
い
や
り
で
女
性
に
手
話
で
感

謝
を
伝
え
た
。
世
界
中
の
仲
間
み
ん
な
が
そ
ん
な
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
ら
き
っ
と
今
よ
り
も
も
っ

と
優
し
い
、
笑
顔
で
溢
れ
る
世
界
に
な
る
と
思
う
。
そ
ん
な
世
界
に
な
る
こ
と
を
私
は
願
っ
て
い
る
。
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あ
る
日
の
夕
食
時
、
祖
母
の
人
工
股
関
節
の
手
術
の
経
過
に
つ
い
て
、
そ
の
日
の
診
察
結
果
を
祖
父
が
話
し
て
く
れ
た
。
順

調
に
回
復
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
安
心
し
た
が
、
ま
だ
杖
の
生
活
が
続
く
こ
と
に
、
祖
母
は
顔
を
曇
ら
せ
て
い
た
。
し
か
し
祖

父
が
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
家
族
が
支
え
合
う
こ
と
も
当
た
り
前
だ
と
話
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
に
は
物
理
面
や
制
度
面
の
壁
が
あ
り
、
中
で
も
心
の
壁
が
一
番
生
活
に
直
結
す
る
壁
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
僕
は
、
祖

母
の
存
在
が
あ
り
な
が
ら
、
障
害
者
の
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
と
は
直
接
関
わ
り
な
い
と
、
深
く
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と

が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

後
日
、
祖
母
が
僕
に
色
々
な
思
い
を
話
し
て
く
れ
た
。
祖
母
は
、
ま
ず
、
身
体
障
害
者
手
帳
と
、
股
関
節
手
術
後
の
両
足
に

突
き
刺
し
て
あ
る
人
工
骨
と
止
め
金
具
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。
強
烈
な
写
真
に
驚
い
て
い
る
と
、
祖
母
は
静

か
に
話
し
出
し
た
。

約
四
十
五
年
前
、
祖
母
の
足
は
股
関
節
が
減
り
、
右
足
が
短
く
ぎ
こ
ち
な
く
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。
僕
の
父
を
生
ん
だ
後
、

痛
さ
も
加
わ
り
常
に
杖
を
突
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
会
社
勤
め
で
も
杖
を
欠
か
せ
な
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。
な
ぜ
か
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こ
う
に
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引
け
目
を
感
じ
て
い
た
が
、
会
社
の
多
く
の
人
が
気
遣
い
し
助
け
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
神
戸
の
病
院
へ
通
院
し
た
時
、
駅
中

を
歩
い
て
い
る
と
、祖
母
を
見
て
同
年
代
の
女
性
二
人
が
少
し
離
れ
た
場
所
で
指
を
さ
し
小
声
で
ボ
ソ
ボ
ソ
話
し
て
い
た
。「
か

わ
い
そ
う
」
の
声
が
聞
こ
え
祖
母
の
心
が
震
え
た
。
同
時
に
、
何
と
も
言
え
ぬ
恥
ず
か
し
さ
と
悲
し
み
が
込
み
上
げ
て
来
た
そ

う
だ
。
な
ぜ
同
世
代
の
人
が
私
を
…
。
杖
の
向
こ
う
に
人
の
心
が
少
し
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
杖
を

つ
い
て
外
出
す
る
と
、
な
ぜ
か
自
分
が
ビ
ク
つ
き
心
が
細
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
悔
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

僕
は
、
こ
こ
ま
で
聞
い
て
、
な
ぜ
か
胸
が
苦
し
く
な
る
自
分
を
感
じ
た
。

で
も
、
祖
母
は
う
れ
し
い
話
も
し
て
く
れ
た
。
子
供
の
小
学
校
運
動
会
の
親
子
演
技
で
は
、
何
も
で
き
ず
他
の
人
に
依
頼
し

見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
秋
の
山
登
り
遠
足
の
時
、
担
任
の
先
生
が
車
で
別
道
を
登
り
頂
上
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で

親
子
一
緒
に
弁
当
を
食
べ
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
っ
た
。
行
事
計
画
の
中
で
、
学
校
の
先
生
方
の
人
に
寄
り
添
う
心

が
見
え
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
通
院
の
途
中
満
員
電
車
で
立
っ
て
い
る
と
、
茶
髪
で
派
手
な
服
を
着
た
お
兄
さ
ん
が
、
誰
よ
り
先
に
「
ど
う
ぞ
」
と

手
を
差
し
延
べ
席
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
さ
り
気
な
く
当
然
の
よ
う
に
振
る
舞
う
姿
に
感
謝
し
感
動
し
た
そ
う
だ
。
一

方
で
そ
の
時
、
祖
母
の
心
に
あ
っ
た
人
を
外
見
で
判
断
し
て
い
た
自
分
の
若
者
へ
の
偏
見
を
恥
じ
た
そ
う
だ
。

さ
ら
に
、
病
院
の
待
合
で
励
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
若
い
女
性
が
震
災
で
両
足
が
義
足
に
な
っ
た
身

体
で
、
し
か
も
半
ズ
ボ
ン
姿
で
自
力
歩
行
の
訓
練
を
し
て
い
た
。
彼
女
は
杖
の
祖
母
を
見
つ
け
笑
顔
で
話
し
か
け
、
共
に
が
ん

ば
ろ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
祖
母
は
、
私
に
は
自
分
の
足
が
あ
る
、
何
で
負
け
て
い
ら
れ
る
か
、
自
分
で
出
来

る
こ
と
は
絶
対
や
る
ん
だ
と
強
く
勇
気
づ
け
ら
れ
た
と
言
っ
た
。

多
く
の
体
験
を
具
体
的
な
事
と
し
て
話
し
て
く
れ
た
が
、
祖
母
の
話
す
姿
か
ら
、
本
当
は
胸
の
中
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
偏
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見
に
よ
る
悲
し
い
経
験
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
。
き
っ
と
口
に
出
せ
な
い
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
祖
母
は
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
寄
り
添
い
、
自
分
も
や
っ
て
う
れ
し
い
行
為
を
続
け
る
こ
と
が
、
互
い
を
笑
顔

に
す
る
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
僕
へ
の
話
を
結
ん
で
く
れ
た
。

僕
は
、
こ
の
話
か
ら
次
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
障
害
者
に
と
っ
て
辛
い
こ
と
は
、
自
分
の
努
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
身
体

的
な
こ
と
や
外
見
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
親
切
心
だ
と
考
え
本
人
の
意
思
と
は
関
係
な
く
先
に
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

あ
る
。
逆
に
支
援
が
励
ま
し
に
な
る
こ
と
と
し
て
、
さ
り
気
な
く
、
恩
着
せ
が
ま
し
く
な
く
立
場
を
理
解
し
行
動
に
移
し
て
く

れ
る
こ
と
な
ど
だ
。
障
害
に
関
係
な
く
だ
れ
も
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
た
い
の
だ
。

僕
は
物
質
や
文
化
に
恵
ま
れ
た
今
の
時
代
、
だ
れ
も
様
々
な
環
境
の
中
で
よ
り
良
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ

て
い
る
。
ま
た
、
解
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
々
自
分
の
感
情
や
思
い
を
中
心
に
他
を
見
て
し
ま
う
自
分
の

姿
に
驚
く
。
他
の
人
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
強
く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

自
分
も
相
手
も
同
じ
一
人
の
人
間
だ
と
思
い
、
人
の
心
に
寄
り
添
い
理
解
し
合
う
努
力
こ
そ
、
今
の
僕
達
に
必
要
な
課
題
で

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
人
権
を
守
り
人
の
願
い
を
互
い
に
支
え
合
う
大
き
な
力
な
ん
だ
と
思
う
。

祖
母
の
『
さ
あ
、
今
日
の
お
昼
は
皆
と
何
を
食
べ
よ
う
か
』
と
、
杖
を
つ
い
て
買
い
物
に
出
か
け
る
姿
に
、
僕
は
負
け
て
は

い
ら
れ
な
い
。
日
々
の
生
活
で
の
人
権
意
識
と
行
動
は
、
僕
が
努
力
し
て
い
く
大
き
な
夢
へ
の
課
題
で
あ
り
力
で
あ
る
と
強
く

感
じ
た
。
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ぼ
く
に
は
、
一
つ
歳
下
の
友
達
「
は
る
く
ん
」
が
い
ま
す
。
は
る
君
と
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
一
緒
に
公
園
に
行
っ
た
り
、
ご

飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
は
る
君
は
と
て
も
活
発
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
運
動
神
経
が
良
く
て
、
ゲ
ー
ム
も
上
手

で
す
。
公
園
で
一
緒
に
遊
ん
で
も
、
ぼ
く
に
は
怖
く
て
出
来
な
い
よ
う
な
遊
具
で
、
楽
し
そ
う
に
遊
べ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も

は
る
君
の
よ
う
に
、
運
動
が
得
意
に
な
れ
た
ら
い
い
の
に
と
、
何
度
も
思
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

た
ま
に
は
、
け
ん
か
も
し
ま
す
。
は
る
君
が
、
楽
し
い
と
思
う
事
が
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
怖
い
と
感
じ
る
事
だ
っ
た
り
す
る

か
ら
で
す
。
や
め
て
と
お
願
い
し
て
も
、
砂
を
か
け
て
き
た
り
、
た
た
い
て
き
た
り
し
ま
す
。
滑
り
台
の
途
中
で
、
足
を
引
っ

張
ら
れ
た
時
は
、
泣
い
て
し
ま
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
け
ん
か
に
な
っ
て
、
ぼ
く
が
泣
く
と
、
は
る
君
の
お
母
さ
ん
か
ら
、
何

回
も
何
回
も
、
ご
め
ん
ね
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
そ
れ
が
、
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
が
泣
か
な
か
っ
た
ら
、
ご
め
ん
ね
っ

て
言
わ
な
い
で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
な
り
に
、た
た
か
れ
て
も
痛
く
な
い
よ
う
に
、バ
ケ
ツ
を
か
ぶ
っ

て
み
た
り
、
工
夫
を
し
た
時
も
あ
り
ま
す
。
は
る
君
の
お
母
さ
ん
は
、
も
う
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
え
な
い
か
な
と
、
い
つ
も
思
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
は
一
度
も
は
る
君
を
、
嫌
い
に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
は
る
君
に
悪
意
が

兵
庫
県
大
会
最
優
秀
賞

　
　

僕
の
友
達

宝
塚
市
立
御
殿
山
中
学
校　

二
年　
　
　
　

平　

野　

圭　

悟

ー 13 ー



無
い
事
を
、
上
手
く
説
明
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
ぼ
く
が
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
し
た
り
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
が
幼
稚
園
の
こ
ろ
に
、
は
る
君
が
、
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
自
閉
症
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
だ
っ
た
り
、
言
葉
を
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
り
す
る
事
が
あ
る
よ
う
で
す
。
発
達
障
が
い
の
一
つ
だ
と
、
は
る
君
の
お
母
さ

ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ぼ
く
は
、
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
障
が
い
を
理
解
で
き
な
い
か
も
と
思
っ
て
、
母
た
ち
は

相
談
し
て
、
自
閉
症
に
つ
い
て
の
説
明
を
、「
は
る
君
の
心
や
脳
の
中
に
少
し
や
ん
ち
ゃ
を
し
て
し
ま
う
病
気
の
よ
う
な
も
の

が
い
る
ん
だ
よ
。」
と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
が
分
か
る
前
か
ら
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
大
好
き
な
友
達
だ
っ
た

の
で
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
特
に
何
か
を
思
っ
た
り
、
ぼ
く
の
中
で
、
何
か
が
変
化
し
た
り
は
、
な
か
っ
た
で
す
。

言
葉
を
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
友
達
が
、
三
年
間
、
療
育
と
い
う
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
会
話
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
ぼ
く
の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
た
時
、
う
れ
し
す
ぎ
て
、
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
、
言
葉
が
う
ま
く
出
な
い
時
も
、
ぼ
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
困
っ
た
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
は
る
君
が

言
い
た
い
事
を
、
ぼ
く
が
知
り
た
く
て
分
か
り
た
か
っ
た
か
ら
、
し
っ
か
り
聞
く
よ
う
に
し
た
し
、
は
る
君
の
気
持
ち
を
、
ぼ

く
か
ら
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
本
当
に
困
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
け
ど
、
小
学
生
に
な
っ
た
く
ら
い
か
ら
、
周
り
の
友
達
に
、
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
、
か
ら
か
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
る
君
は
、
学
校
で
は
、
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
し
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て
す
ご
く
悲
し

か
っ
た
で
す
。
三
年
間
は
る
君
と
お
母
さ
ん
は
、
療
育
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
通
う
事
も
大
変
で
、
泣
い
て
暴
れ
た

り
も
し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
、
給
食
を
食
べ
て
い
る
時
は
、
は
る
君
の
お
母
さ
ん
は
、
同
じ
教
室
で
お
弁
当

を
食
べ
て
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
聞
き
と
り
に
く
い
時
も
あ
る
け
ど
、
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
言
う
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の
は
、
ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
。
母
は
、
子
供
は
素
直
だ
け
ど
、
時
に
残
酷
な
事
も
言
う
と
言
い
ま
し
た
。
悪
気
が
な
い
場
合
も

あ
る
か
ら
、
そ
の
子
を
責
め
る
訳
に
も
い
か
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
で
も
、
人
に
対
し
て
優
し
い
気
持
ち
で
接
す
る
事
は
、
ど

ん
な
小
さ
い
子
で
も
大
切
な
事
だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
話
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
ね
と
言
い
ま
し
た
。

き
っ
と
世
界
中
の
人
が
み
ん
な
同
じ
考
え
で
、
同
じ
よ
う
に
行
動
す
る
の
は
無
理
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、人
間
は
み
ん
な
一
人
で
は
生
き
て
い
ま
せ
ん
。
家
族
に
支
え
て
も
ら
っ
た
り
、友
達
に
助
け
て
も
ら
っ

た
り
、
ど
ん
な
人
で
も
、
絶
対
に
だ
れ
か
に
守
っ
て
も
ら
っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
れ
か
の
優
し
い
心
に
、
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
何
度
か
あ
り
ま
す
。
声
に
出
し
て
だ
れ
か
に
何
か
を
伝
え
る
時
は
、
出
来

る
だ
け
否
定
的
な
言
葉
じ
ゃ
な
く
て
相
手
を
思
い
や
る
言
葉
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
に
は
優
し
い
言
葉
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
僕
自
身
が
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
言
葉
を
使
う
よ
う
に
意
識
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

　
　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
普
通

神
戸
市
立
鷹
匠
中
学
校　

一
年　
　
　
　

志　

方　

優　

和

〈
出
来
な
い
こ
と
〉

・
取
っ
手
の
な
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
結
ぶ
こ
と
。

・
鉄
棒
を
す
る
こ
と
。

〈
不
便
そ
う
な
こ
と
〉

・
パ
ソ
コ
ン
を
打
つ
こ
と
。

・
足
の
大
き
さ
が
左
右
で
違
う
こ
と
。

・
握
力
が
無
い
こ
と
。

・
履
け
る
サ
ン
ダ
ル
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

・
鉛
筆
や
お
は
し
な
ど
が
持
ち
に
く
そ
う
。

・
ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器
を
演
奏
し
に
く
そ
う
。

こ
れ
は
、「
何
の
特
徴
か
分
か
り
ま
す
か
。」
僕
は
、
人
権
作
文
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
何
を
書
け
ば
良
い
の
か
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分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
に
相
談
す
る
と
、「
去
年
の
、
入
賞
作
文
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
っ
て
る
か
ら
、
読
ん
で
み
た
ら
。」

と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
読
ん
で
み
る
と
、
さ
っ
ぱ
り
訳
が
分
か
ら
ず
、
自
分
に
は
身
に
覚
え
も
な
く
、
思
い
出
も
な
く
、
自
分

に
は
無
関
係
で
程
遠
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
お
母
さ
ん
は
、「
自
分
の
身
近
な
人
を
よ
く
見
て
ご
ら
ん
。」
と
言
い

ま
し
た
。

最
初
に
書
い
た
出
来
な
い
こ
と
、
不
便
そ
う
な
こ
と
の
特
徴
は
、
僕
の
お
父
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

僕
は
、去
年
の
入
賞
作
文
を
読
む
ま
で
お
父
さ
ん
の
手
と
足
に
は
、五
本
ず
つ
計
二
十
本
の
指
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
事
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
お
腹
の
中
に
い
た
時
に
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
が
畑
作
業
中
に
農
薬
を

浴
び
て
し
ま
っ
た
の
で
手
足
の
指
が
繋
が
っ
た
状
態
で
産
ま
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
僕
は
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

は
、
三
才
の
頃
に
片
道
一
時
間
以
上
か
か
る
大
き
な
病
院
に
入
院
し
て
手
足
の
指
を
分
け
る
手
術
を
受
け
て
、
今
の
様
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

僕
は
、
小
さ
い
頃
に
お
父
さ
ん
の
手
足
を
見
て
、
面
白
い
形
を
し
て
い
る
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
家
で
一
緒

に
ご
飯
を
食
べ
る
時
も
、
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
時
も
、
外
に
買
い
物
に
行
っ
て
も
、
一
緒
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て
も
負
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
お
は
し
の
持
ち
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
お
父
さ
ん
の
手
足
の
指
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
人
権
作
文
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
学
六
年
生
の
修
学
旅
行
の
学
校
に
お
迎
え
に
来
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
を
見
て
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
が
「
あ
の
人
～
。
顔
似
て

る
な
ぁ
。」
と
言
わ
れ
た
後
「
指
ど
う
し
た
ん
。
大
丈
夫
な
ん
。」
と
言
わ
れ
た
時
、
僕
は
お
父
さ
ん
の
手
の
指
は
、
普
通
じ
ゃ

な
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
は
、
お
父
さ
ん
の
指
が
無
い
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
父
さ
ん
の
手
は
普
通
で
は
な
く
、
普
通
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
、
人
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
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知
り
ま
し
た
。
他
の
人
か
ら
見
た
ら
普
通
で
は
な
い
お
父
さ
ん
の
手
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
僕
に
と
っ
て
は
普
通
の
お
父
さ
ん

の
手
で
す
。

ど
う
し
て
普
通
で
は
な
か
っ
た
ら
、
指
摘
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
僕
が
友
達
の
方
で
あ
っ
て
も
同
じ
事
を
言
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
今
で
は
言
っ
て
し
ま
っ
た
後
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
僕
の
お
父
さ
ん
の
手
足
の
指

が
そ
ろ
っ
て
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
位
、
日
常
生
活
で
困
る
こ
と
無
く
、
遊
ぶ
時
も
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
き
た
の
で
普

通
で
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
も
怒
り
や
強
い
悲
し
み
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
日
常
生
活
で
困
っ

た
り
、遊
べ
る
所
も
限
ら
れ
て
い
た
り
、他
の
人
が
普
通
に
出
来
て
い
る
事
が
出
来
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
同
じ
様
に
、
普
通
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
多
分
僕
は
、
涙
を
隠
し
き
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

僕
に
と
っ
て
は
、
手
足
の
指
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
お
父
さ
ん
が
普
通
で
す
。
他
の
人
は
、
手
足
の
指
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が

普
通
で
す
。

普
通
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
僕
は
、
こ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
普
通
と
は
、
基
準
が
分
か
ら
な
く
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
「
普
通
」

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
指
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
普
通
と
い
う
人
が
い
た
り
、
男
だ
け
ど
女
と
い
う
の
が
普
通
の
人
が

い
た
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
普
通
だ
っ
た
の
が
普
通
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
世
の
中
で
「
普
通
」
を
統
一

す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
す
。
な
の
で
、
そ
の
人
そ
の
人
の
普
通
を
理
解
し
尊
重
し
合
う
の
が
一
番
平
和
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

僕
の
お
父
さ
ん
は
、
指
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
僕
は
、
そ
れ
を
ど
う
こ
う
言
う
権
利
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
皆
も
皆

を
言
う
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
そ
の
相
手
の
普
通
を
理
解
し
て
支
え
合
う
の
が
良
い
社
会
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。
な
の
で
僕
は
、
人
に
会
う
そ
の
つ
ど
そ
の
人
の
普
通
を
理
解
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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「
制
服
は
ス
カ
ー
ト
か
ス
ラ
ッ
ク
ス
か
を
選
び
ま
す
」、
そ
う
書
か
れ
た
高
校
の
資
料
を
見
つ
め
、
ふ
と
思
う
。
両
方
と
も

着
た
い
人
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

私
の
性
自
認
は
女
性
だ
。
し
か
し
私
は
小
学
校
高
学
年
頃
か
ら
、
服
装
な
ど
の
「
表
現
し
た
い
性
」
が
そ
の
時
々
で
変
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
を
表
現
し
た
い
時
と
、
男
女
ど
ち
ら
も
入
り
混
ぜ
て
表
現
し
た
い
時
が
で
き
た
。
そ
れ
が
自
分
の
「
普

通
」
に
な
っ
た
。
し
か
し
次
第
に
、
自
分
の
周
り
に
い
る
人
は
性
自
認
と
表
現
し
た
い
性
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
そ
し
て
世
間
一
般
的
に
は
、
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
「
普
通
」
と
さ
れ
て
い
る
現
状
に
気
づ
い
た
。
で
も
、
気
づ
い

た
と
こ
ろ
で
当
時
の
私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、「
表
現
し
た
い
性
が
変
わ
る
の
は
気
の
迷
い
が
起
き
て
い
る
か
ら
だ
」と
、

と
り
あ
え
ず
逃
げ
る
よ
う
に
自
分
の
気
持
ち
に
蓋
を
し
た
。

月
日
は
流
れ
受
験
生
と
な
っ
た
私
は
、
進
路
指
導
で
「
自
分
は
ど
う
在
り
た
い
か
を
考
え
進
路
を
決
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
先
生
に
言
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
を
受
け
た
後
の
私
は
、
ひ
ど
く
思
い
悩
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
分
が
蓋
を
し
て
い
た
は
ず
の
気

持
ち
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
溢
れ
て
い
た
の
だ
。
自
分
が
ど
う
在
り
た
い
か
、
自
分
を
ど
う
表
現
し
た
い
か
な
ど
そ
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
賞

　
　

あ
り
の
ま
ま
を
生
き
る

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
非
公
表
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時
々
で
違
う
。制
服
で
ス
カ
ー
ト
が
穿
き
た
い
時
も
、ス
ラ
ッ
ク
ス
が
穿
き
た
い
時
も
、は
た
ま
た
ど
ち
ら
で
も
い
い
時
も
あ
る
。

一
人
称
で
「
わ
た
し
」
を
使
い
た
い
時
も
あ
れ
ば
、
今
日
は
違
う
と
い
う
時
も
あ
る
。
自
分
の
在
り
た
い
姿
が
そ
の
時
々
で
違

う
。
自
分
が
何
者
か
分
か
ら
な
い
。
自
分
は
何
物
で
も
な
い
。
考
え
た
末
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
私

は
、
自
分
は
ど
の
性
を
表
現
し
た
い
の
か
だ
け
で
な
く
、
性
自
認
さ
え
も
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
と
い
う

人
間
が
何
な
の
か
、
自
分
で
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
何
者
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
「
怖
い
こ
と
」

自
分
の
在
り
方
が
そ
の
時
々
で
違
う
こ
と
を
「
悪
い
こ
と
」
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
に
「
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
。
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
と
は
、
自
分
の
性
自
認
や
性
的
指

向
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
通
じ
て
自
分
以
外
に
も
同
じ
状
況
の
人
達
が
い
る
こ
と
と
、

こ
ん
な
自
分
の
気
持
ち
に
も
名
前
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
私
は
、
や
っ
と
自
分
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。さ

ら
に
自
分
と
向
き
合
う
中
で
、
昔
読
ん
だ
本
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
は
個
性
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
。
そ
れ
で
人
間
性
が
全
部
決
ま
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。」
と
い
う
言
葉
だ
。
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
時
、
私
は
私
自
身

が
と
あ
る
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。私
は
私
の
在
り
方
を
、表
現
し
た
い
性
だ
け
で
し
か
決
め
ら
れ
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
だ
。
私
の
表
現
し
た
い
性
は
、
そ
の
時
々
で
違
う
。
も
し
か
し
た
ら
性
自
認
も
性
的
指
向
も
、
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
で
自
分
の
在
り
方
を
決
め
る
の
は
、
と
て
も
怖
い
こ
と
で
あ
る
。
で
も
、

自
分
が
生
き
て
い
く
上
で
の
道
標
と
な
る
信
念
が
ど
う
在
り
た
い
か
は
、
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
気
付
い
た
。
私
は
私
の
在

り
方
を
、
自
分
の
信
念
で
決
め
て
い
い
の
だ
。
私
は
、
た
だ
単
純
に
目
の
前
の
人
を
助
け
ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
か
っ
た
こ
と

を
、
そ
の
時
は
っ
き
り
と
思
い
出
し
た
。
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そ
こ
か
ら
私
は
、
少
し
ず
つ
だ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
で
も
私
は
、
表
現
し
た
い
性
が
そ
の
時
々
で
変
わ
る
。
分
か
ら

な
い
時
も
あ
る
。
性
自
認
も
、女
性
の
時
が
多
い
が
分
か
ら
な
い
時
も
あ
る
。
で
も
、「
変
わ
る
の
が
私
。
分
か
ら
な
い
の
が
私
。

何
者
に
で
も
な
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
が
私
。」と
、思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
分
が
ど
う
在
り
た
い
か
を
、

一
つ
の
視
点
に
囚
わ
れ
ず
様
々
な
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
目
の
前
の
人
を
救
う
臨
床
心
理
士
に
な
る
と
い

う
夢
を
叶
え
る
た
め
、
日
々
勉
強
し
て
い
る
。

自
分
を
ど
う
表
現
し
た
い
か
は
、
自
分
で
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
表
現
す
る
か
は
、
自
分
で
決
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
基
本
的

人
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
れ
っ
き
と
し
た
権
利
で
あ
る
。

私
は
毎
朝
、
今
日
の
自
分
を
ど
う
表
現
し
た
い
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
実
際
に
表
現
す
る
か
、
表
現
で
き
る
か
を
決

め
る
。
目
立
つ
表
現
が
で
き
な
い
日
や
ど
う
表
現
し
た
い
か
分
か
ら
な
い
日
は
、
な
ん
と
な
く
一
人
称
に
「
わ
た
く
し
」
を
使

う
。男
女
ど
ち
ら
で
も
い
ら
れ
て
い
る
気
が
し
て
、自
分
が
何
者
に
で
も
な
れ
る
気
が
し
て
く
る
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
知
ら
な
い
。

私
の
一
人
称
が
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
理
由
を
。
私
が
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
を
。
で
も
、知
ら
れ
な
く
て
い
い
と
思
っ

て
い
る
。
他
者
に
自
分
を
ど
う
表
現
す
る
か
は
、
自
分
が
決
め
る
こ
と
だ
か
ら
。
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人
の
目
を
気
に
す
る
と
は

高
砂
市
立
松
陽
中
学
校　

三
年　
　
　
　

橋　

本　
　
　

凜

私
は
二
歳
の
時
に
皮
膚
の
移
植
手
術
を
し
ま
し
た
。
二
歳
の
時
の
こ
と
な
の
で
、
私
は
そ
の
時
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
皮
膚
移
植
を
し
た
の
か
と
い
う
と
、
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
左
手
の
甲
に
大
き
な
痣
が
あ
り
、
そ
の
痣
を

目
立
た
な
く
す
る
た
め
で
し
た
。

私
が
生
ま
れ
た
と
き
、
父
も
母
も
祖
母
や
祖
父
、
叔
母
も
家
族
み
ん
な
大
喜
び
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
、

み
ん
な
が
手
の
痣
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
痣
は
、
真
っ
黒
で
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
の
手
の
甲
を
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
大
き

な
痣
で
し
た
。

母
は
出
産
後
の
入
院
生
活
を
終
え
て
、
帰
宅
し
て
か
ら
す
ぐ
に
痣
に
つ
い
て
調
べ
た
そ
う
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
と
、
黒
痣
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ク
ロ
の
大
き
な
も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
稀
に
悪
性
化
す
る
も
の
も
あ
る
と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
母
は
私
の
こ
と
が
心
配
で
仕
方
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

父
と
母
は
、
生
後
二
ヶ
月
頃
、
形
成
外
科
へ
私
を
初
め
て
連
れ
て
行
き
、
先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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幸
い
悪
性
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ホ
ク
ロ
の
大
き
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
治
療
法
は
い
く
つ
か
あ
る
と
の
こ
と

で
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
だ
け
黒
い
痣
だ
と
レ
ー
ザ
ー
治
療
で
は
綺
麗
に
治
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

皮
膚
移
植
が
一
番
効
果
的
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
手
術
前
検
査
な
ど
が
生
後
二
ヶ
月
で
は
さ
す
が
に
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
二
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
待
っ
た
そ
う
で
す
。

で
も
、
私
は
正
直
、
な
ぜ
皮
膚
移
植
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
思
い
ま
し
た
。
悪
性
化
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、手
術
を
受
け
な
く
て
も
痣
は
そ
の
ま
ま
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
母
に
聞
く
と
、母
は
「
そ

れ
は
、
自
分
が
何
も
思
わ
な
い
だ
け
で
他
人
は
違
う
」
と
言
い
ま
し
た
。

実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
だ
そ
う
で
す
が
、
私
が
一
歳
半
頃
、
夏
祭
り
に
行
っ
て
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
隣
に
い
た
子
供
が
私
の
手
を
見
て
、「
泥
が
つ
い
て
る
。
汚
い
か
ら
手
を
洗
っ
て
お
い
で
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
時
の
私
は
ま
だ
幼
く
て
、
そ
の
子
の
言
っ
て
い
る
意
味
が
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
、
た
だ
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

母
は
、
心
が
痛
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
幼
稚
園
に
入
り
、
小
学
生
に
な
っ
て
い
く
娘
が
手
の
痣
の
こ
と
で
言

わ
れ
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
。
段
々
と
何
を
言
わ
れ
て
い
る
か
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
私
が
傷
つ
く
の
が
嫌
だ
っ
た
と
母
は
言

い
ま
し
た
。

手
の
黒
い
痣
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
手
術
の
痕
跡
は
今
も
は
っ
き
り
残
っ
て
い
ま
す
。
形
成
外
科
の
先
生
は
、
こ
の
傷
跡

も
綺
麗
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
気
に
な
る
よ
う
な
ら
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
、
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
私
が
少
し
大
き
く

な
っ
た
頃
母
は
私
に
、
も
っ
と
綺
麗
に
出
来
る
か
ら
、
病
院
行
っ
て
み
る
？
と
聞
き
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
断
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
手
術
の
跡
を
全
く
気
に
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
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母
は
、友
達
に
こ
の
傷
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
り
し
な
い
の
か
、私
に
聞
き
ま
し
た
。
実
は
、結
構
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
な
ら
治
そ
う
と
母
は
言
い
ま
す
が
、
私
は
聞
か
れ
て
も
平
気
だ
と
答
え
ま
し
た
。

み
ん
な
、悪
意
を
持
っ
て
聞
い
て
く
る
訳
で
は
な
く
、「
こ
の
傷
ど
う
し
た
ん
？
」
と
不
思
議
だ
か
ら
聞
く
だ
け
だ
か
ら
で
す
。

私
は
正
直
に
生
ま
れ
た
時
か
ら
痣
が
あ
っ
た
こ
と
、そ
れ
を
治
す
た
め
に
手
術
を
し
た
こ
と
を
答
え
ま
す
。
友
達
は
み
ん
な「
そ

う
な
ん
や
」
と
言
う
だ
け
で
、そ
れ
以
上
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
私
は
気
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
痣
が
黒
い
痣
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、
傷
つ
い
た
日
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
い
段
階
で
、
父
と

母
が
手
術
を
受
け
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
、
今
、
何
も
気
に
し
な
い
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
の
目
を
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
何
も
思
わ
な
く
て
も
、
父
と
母
は
私

の
将
来
を
考
え
て
、選
択
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
想
い
は
受
け
止
め
て
、で
も
、こ
の
手
術
の
跡
は
ず
っ
と
私
の
一
部
と
し
て
、

隠
さ
ず
、
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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意
識
が
社
会
に
広
が
る
よ
う
に

宍
粟
市
立
一
宮
南
中
学
校　

八
年　
　
　
　

森　

本　

ま　

お

「
お
は
よ
う
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」「
お
か
え
り
、
え
ら
か
っ
た
ね
。」

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
こ
ん
な
言
葉
と
温
か
い
笑
顔
が
大
好
き
で
し
た
。
だ
け
ど
最
近
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
朝
起
き
る
の

が
遅
く
な
っ
た
り
引
き
こ
も
っ
た
り
急
に
怒
り
だ
し
た
り
し
て
、
私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
関
わ
る
こ
と
も
日
に
日
に
減
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
あ
ん
な
に
大
好
き
だ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
だ
ん
だ
ん
苦
手
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
私
は
母
に
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
母
は
こ
う
言
い
ま
し

た
。「
認
知
症
と
思
う
。」
と
。
私
は
シ
ョ
ッ
ク
で
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
認
知
症
に
な
る
と
自
分
の
身
の
周
り
の
こ
と
も
自
分

で
出
来
な
く
な
っ
た
り
、い
ず
れ
は
私
た
ち
家
族
の
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
絶
望
感
を
覚
え
ま
し
た
。

実
際
、
既
に
家
族
の
名
前
を
間
違
え
た
り
、
口
調
が
荒
く
な
っ
た
り
、
物
忘
れ
も
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
私
も
そ
ん
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
話
し
方
が
き
つ
く
な
っ
た
り
無
視
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
優

し
く
接
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
…
…
。

あ
る
日
の
こ
と
、
始
め
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
穏
や
か
に
話
し
て
い
た
の
に
結
局
き
つ
く
当
た
っ
て
い
る
私
を
見
て
、
母
が
す
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ご
く
怒
り
ま
し
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
な
り
た
く
て
認
知
症
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
ん
や
か

ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人
権
も
尊
重
し
て
あ
げ
て
！
」

私
は
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
私
の
言
動
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人
権
を
奪
っ
て
い
る
？
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
…
…
で

も
、
無
意
識
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人
権
を
傷
つ
け
て
い
た
の
で
す
。

後
で
知
っ
た
の
で
す
が
認
知
症
の
人
は
今
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く
て
失
敗
が
増
え
る
こ
と
で
周
り
か
ら
怒
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
ド
が
傷
つ
く
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
症
状
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
の
だ
そ
う
で
す
。
一
番
不
安

で
苦
し
ん
で
い
る
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
自
身
だ
っ
た
の
に
、
私
の
態
度
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
一
層
傷
つ
け
た
と
気
が
つ
い
て
、

私
は
も
っ
と
認
知
症
の
こ
と
を
知
っ
て
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
気
持
ち
よ
く
向
き
合
え
る
方
法
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
を
介
護
す
る
家
族
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
家
族
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
認
知
症
や
そ
の
家
族
が
相
談
で
き
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
あ
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
ま
た
学
校
で
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
先
生
が
い
て
、オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
」

で
、「
認
知
症
の
人
を
応
援
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
そ
の
先
生
も
自
分
の
お
母
さ
ん
が
認
知
症

に
つ
い
て
勉
強
し
、
そ
れ
以
来
そ
の
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。「
も
し
自
分
の
母
親
が
認
知
症
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
母
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
は
辛
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

経
験
や
知
識
が
誰
か
の
役
に
立
て
た
ら
嬉
し
い
。」と
前
向
き
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。私
も
も
っ
と
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、

家
族
で
も
話
し
合
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
た
い
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
障
が
い
の
あ
る
人
や
病
気
の
人
、
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
が
社
会
で
不
平
等
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
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を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
人
は
平
等
で
あ
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
私
は
自
分
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
と
、
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
を
別
物
と
し
て
考
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
私
自

身
も
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
回
の
出
来
事
を
通
し
て
、
世
の
中
の
不
平
等
が
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
知
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ど
ん
な
障
が
い
や
病
気
な
の
か
、
そ
の
方
々
が
何
に
困
っ
て
い
て
、
ど
ん

な
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か
、
調
べ
た
り
話
し
た
り
し
て
、
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
二
つ
目
に
「
寄
り
そ
う
こ
と
」
で
す
。
何
に
お
い
て
も
、
ひ
と
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
、
そ
う
し
て
そ
の
人
の
苦
し
み
や
不
便
さ
に
気
付
く
こ
と
で
、
そ
の
人
に
少
し
で
も
寄
り
添
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
「
寄
り
添
う
」
の
は
苦
し
み
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
の
は
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ

と
「
楽
し
み
」「
喜
び
」「
幸
せ
」
も
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
も
寄
り
添
え
た
ら
素
敵
で
す
。

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
が
意
識
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
互
い
を
思
い
や
っ
た
り
人
権
を
尊
重
し
た
り
す
る
心
が
社
会
全

体
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
後
、
社
会
で
人
権
を
考
え
る
人
が
増
え
、
毎
日
を
当
た
り
前
に
「
幸
せ
」
と
感
じ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
な
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、ま
ず
は
「
知
る
こ
と
」
か
ら
、そ
し
て
「
寄
り
添
う
こ
と
」
の
大
切
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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兵
庫
男
女
共
同
参
画
委
員
会
賞

　
　

命
を
繋
ぐ

姫
路
市
立
菅
野
中
学
校　

三
年　
　
　
　

福　

岡　

苺　

依

私
は
先
日
、母
の
運
転
免
許
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
」
が
書
か
れ
て
あ
る
の
を
見
た
。
そ
こ
に
は
「
１
私
は
、

脳
死
後
及
び
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
い
ず
れ
で
も
、
移
植
の
た
め
に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。」、「
２
私
は
、
心
臓
が
停
止
し

た
死
後
に
限
り
、
移
植
の
た
め
に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。」、「
３
私
は
、
臓
器
提
供
を
し
ま
せ
ん
。」
の
三
つ
の
項
目
が
あ
り
母

は
１
に
丸
印
を
つ
け
て
い
た
。
こ
れ
を
見
て
、
私
は
は
っ
と
し
た
。

臓
器
提
供
と
は
、
重
い
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
、
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
た
人
に
、
他
者
の
健
康
な
臓
器
と
取
り
替
え
て

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
の
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
臓
器
を
提
供
す
る
、
し
な
い
は
個
人
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
。
日
本
で
臓
器

提
供
を
希
望
し
て
待
機
し
て
い
る
人
は
約
一
万
六
千
人
い
る
。
し
か
し
、
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
る
人
は
年
間
約
六
百
人
と
非

常
に
少
な
い
。

私
は
今
ま
で
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
な
の
で
、
私
は
父
と
母
に
臓
器
提
供
に
対
す
る
意
見
を
聞
い

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

父
は
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「
自
分
の
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
で
誰
か
の
命
が
繋
が
る
の
な
ら
、
す
べ
て
の
臓
器
を
提
供
し
た
い
。」

と
言
っ
た
。
母
も
、

「
も
う
生
き
か
え
る
こ
と
が
な
い
の
な
ら
、
臓
器
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
あ
げ
、
そ
の
人
が
元
気
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
く

れ
た
ら
、
お
母
さ
ん
嬉
し
い
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
達
は
、
悲
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お
母
さ
ん
の
意
思
を
最
後
は
尊
重
し

て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
父
も
母
と
同
じ
よ
う
に
運
転
免
許
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
意
思
表
示
を
し
て
い
た
。
父
と

母
の
意
見
を
聞
い
て
、
自
分
が
も
し
、
急
な
病
気
や
事
故
で
脳
死
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
自
分
の
臓
器
が
誰
か
の
役
に
立
つ

の
な
ら
臓
器
提
供
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、
母
は
私
の
意
見
に
賛
成
し
て
く
れ
た
が
父
は
違
っ
た
。
「
我
が

子
が
脳
死
に
な
り
、
早
期
に
臓
器
提
供
を
待
ち
望
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
考
え
た
と
き
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
複
雑
な
気
持
ち

に
な
る
。
脳
死
は
助
か
ら
な
い
と
理
解
し
て
い
て
も
、
臓
器
提
供
を
す
る
イ
コ
ー
ル
我
が
子
の
死
を
迎
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
ば

で
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
決
断
に
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
父
が
そ
う
思
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
嬉
し
く
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
聞
い
て
も
私
が
臓
器
提
供
し

た
い
と
い
う
意
志
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
れ
が
自
分
以
外
の
家
族
の
誰
か
と
な
る
と
私
も
父
と
同
じ
意
見
に
な
る
だ

ろ
う
。
も
し
、
自
分
の
妹
が
脳
死
と
な
っ
て
臓
器
提
供
を
考
え
る
場
面
に
な
っ
た
ら
、
延
命
さ
れ
て
で
も
心
臓
が
動
い
て
い
る

限
り
は
生
き
て
ほ
し
い
と
思
う
。
体
に
傷
を
つ
け
な
い
で
い
て
と
思
う
。
も
う
無
理
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
奇
跡
が
お
き
る
と

信
じ
て
待
ち
た
い
と
思
う
。
自
分
以
外
の
命
を
決
断
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。
で
も
、
妹
に
臓
器
提
供
の
意
思
が
あ
る
の

な
ら
ば
そ
の
意
見
を
尊
重
し
た
い
。

私
は
父
や
母
の
よ
う
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
す
る
方
法
が
な
い
の
か
調
べ
て
み
た
。
そ
こ
で
、「
臓
器
提
供
意
思
表
示
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カ
ー
ド
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
を
知
っ
た
。
書
面
で
の
臓
器
提
供
に
対
す
る
意
思
表
示
は
、
民
法
上
の
遺
言
可
能
年
齢
で
あ

る
十
五
歳
以
上
が
有
効
に
な
る
。
だ
か
ら
私
は
十
五
歳
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
自
分
の
意
思
を
記

入
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
臓
器
提
供
を
し
た
い
と
い
う
意
思
が
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
３
私
は
、
臓
器
を
提
供
し

ま
せ
ん
。」
と
い
う
項
目
も
あ
る
。
臓
器
を
提
供
し
た
く
な
い
と
い
う
人
も
も
ち
ろ
ん
い
る
し
、
ど
ち
ら
の
意
見
の
場
合
で
も

尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
、
正
解
の
な
い
人
権
で
あ
る
。
臓
器
提
供
に
対
す
る
意
思
表
示
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
大
事
な
の
は
自

分
の
意
見
を
家
族
に
知
ら
せ
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
自
分
と
家
族
に
と
っ
て
一
番
の
判
断
を
と
る
こ
と
だ
。

臓
器
提
供
を
し
た
い
と
思
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
意
思
表
示
は
し
て
い
な
い
と
い
う
人
が
日
本
に
は
多
い
。
だ
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
に
臓
器
提
供
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
の
意
思
を
示
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
限
り
あ
る
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

ど
れ
だ
け
健
康
だ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
明
日
が
訪
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
冗
談
で
簡
単
に
「
死
ね
」
な
ん
て
言
葉
を
使
わ
な

い
で
ほ
し
い
。
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
命
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
大

事
な
大
事
な
命
を
決
し
て
無
駄
に
し
な
い
で
ほ
し
い
。

こ
の
思
い
が
た
く
さ
ん
の
人
に
届
い
て
ほ
し
い
。
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兵
庫
こ
ど
も
人
権
委
員
会
賞

　
　

人
権
と
は
何
か

仁
川
学
院
中
学
校　

一
年　
　
　
　

城　

者　

拓　

実

私
は
小
学
生
の
時
に
不
登
校
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
私
が
と
て
も
強
く
感
じ
た
の
は
、「
人
権
」
と
は

単
な
る
言
葉
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、
学
校
に
通
う

こ
と
が
当
た
り
前
と
さ
れ
る
社
会
の
中
で
、
自
分
の
心
の
状
態
や
感
じ
方
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
い
か
に
辛
い
こ
と
か
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
人
権
」
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

不
登
校
に
な
っ
た
原
因
は
様
々
で
し
た
。
学
校
で
の
人
間
関
係
、
学
業
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
対
す
る
過

剰
な
期
待
が
重
な
り
、
毎
朝
学
校
に
行
く
の
が
苦
痛
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
周
囲
の
大
人
や
友
人
た
ち
は
、
私

の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
り
も
、「
ど
う
し
て
学
校
に
行
か
な
い
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
難
の
目
を

向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
学
校
に
行
く
の
が
「
当
然
」
で
あ
る
社
会
の
中
で
、
不
登
校
の
私
は
ま
る
で
社
会
の

規
範
か
ら
外
れ
た
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
家
族
で
し
た
。
家

族
は
私
が
学
校
に
行
け
な
い
理
由
を
無
理
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
私
の
感
情
や
不
安
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
毎
日
が
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
家
族
が
「
無
理
に
学
校
に
行
か
な
く
て
も
い
い
」
と
言
っ
て
く
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れ
た
の
は
本
当
に
救
い
で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
通
し
て
、
私
は
自
分
の
気
持
ち
や
状
態
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
「
人
権
」
の
一

部
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
始
め
ま
し
た
。

「
人
権
」
と
は
、
誰
も
が
自
分
の
存
在
を
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て
生
き
る
権
利
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
に
行
け
な

い
自
分
を
責
め
る
気
持
ち
や
、
社
会
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
恐
怖
心
は
、
私
が
「
普
通
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
来
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
が
私
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
た
の
で
す
。
私
は
自
分
の
感
情
や

状
態
を
無
視
し
、
自
分
を
「
正
常
」
な
状
態
に
戻
す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
過
程
で
自
分
自
身
を
無
理

や
り
押
し
込
め
て
し
ま
う
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
私
自
身
の
人
権
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

不
登
校
と
い
う
経
験
を
経
て
、
私
は
自
分
の
感
情
や
状
態
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
が
ど
う
感
じ
る
か
を
率
直
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要
な
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

学
校
に
行
け
な
い
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

が
大
切
な
の
で
す
。
私
は
、
自
分
の
感
情
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
不
登
校
を
経
験
す
る
中
で
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
社
会
の
中
で
は
、
私
の
よ
う
に
「
普

通
」
で
は
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
障
が
い
や
病
気
、
家
庭
の
事
情
な
ど
、
様
々
な
理
由
で
「
普
通
」

と
は
違
う
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の
不
登
校
の
経
験
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
々

の
気
持
ち
を
理
解
し
、
彼
ら
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
不
登
校
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
私
自
身
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
人
権
を

も
尊
重
す
る
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
人
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
事
情
や
背
景
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
認
め
、
互
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い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
こ
そ
が
、
真
に
「
人
権
」
を
守
る
社
会
を
築
く
た
め
の
鍵
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
不
登
校
と
い

う
経
験
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
私
は
「
人
権
」
と
い
う
言
葉
の
本
当
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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齢
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れ
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有

も
し
あ
な
た
が
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
か
ら
挨
拶
を
さ
れ
た
り
話
し
か
け
ら
れ
た
り
し
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
ど
う
反

応
し
ま
す
か
。
い
や
、
普
通
に
返
事
す
る
で
し
ょ
っ
て
思
う
人
、
逆
に
戸
惑
い
で
無
視
し
て
し
ま
う
か
も
っ
て
思
う
人
、
い
ろ

い
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

少
し
前
の
私
な
ら
、
実
際
さ
れ
た
ら
ち
ょ
っ
と
戸
惑
う
か
も
、
驚
い
た
り
お
ど
お
ど
し
た
り
す
る
か
も
っ
て
思
い
ま
し
た
。

よ
く
、
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
実
際
に
関
わ
る
と
な
る
と
違
う
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
は
自
分
の

中
の
「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
学
二
年
生
に
な
っ
た
最
近
の
こ
と
。
私
は
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
、
家
の
近
く
に
あ
る
障
害
者
の
方
も
働
い
て
い
る
お

店
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
先
生
や
お
店
の
関
係
者
の
方
か
ら

「
こ
こ
で
は
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
も
働
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。」

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
ど
う
接
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
よ
く
分
か
ら
ず
、
不
安
で
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
。
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し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
体
験
に
向
け
て
そ
の
お
店
に
挨
拶
を
し
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
実
際
に
障
害
者
の
方

と
会
っ
て
話
し
ま
し
た
。
話
し
て
み
て
、
私
は
笑
顔
で
話
し
て
い
た
も
の
の
、
ど
こ
か
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。
他
の
方
と
話

す
と
き
と
は
違
う
緊
張
を
感
じ
、
話
す
前
か
ら
焦
っ
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
こ
れ
は
自
分
が
相
手
に
対

し
て
気
を
遣
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
話
す
前
か
ら
体
が
不
自
由
で
助
け
が
い
る
と
い
う
私
の
「
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
そ
れ
を
相
手
に
当
て
は
め
て
会
話
が
自
分
よ
り
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
の

で
す
。
そ
の
思
い
込
み
で
、
相
手
に
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
気
遣
い
を
し
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
相
手
は
私
の
思
い
込
み
と
は
違
い
、
し
っ
か
り
挨
拶
や
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
そ
の
日

の
気
遣
い
が
正
し
か
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
振
り
返
り
、
考
え
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
話
す
前
か
ら
障
害
に
対
す
る
自
分
の

思
い
込
み
で
（
助
け
が
必
要
な
対
象
）
と
し
て
相
手
を
見
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
く
る
必
要
な
い
か
も
し

れ
な
い
気
遣
い
は
、
本
当
に
助
け
と
し
て
相
手
の
目
に
は
映
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
逆
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
私
な
ら

見
下
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
相
手
が
で
き
る
こ
と
を
自
分
に
は

で
き
な
い
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
な
る
と
思
い
込
み
に
よ
る
私
の
気
遣
い
は
、
相
手
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
う
気
づ
い
て
申
し
訳
な
く
思
っ
た
も
の
の
、
謝
る
の
は
違
う
と
思
い
、
私
は
相
手
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
ま
し
た
。
体
験
が
始
ま
り
、
自
分
か
ら
関
わ
り
に
行
こ
う
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
相

手
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
ま
だ
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
仕
事
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
話
し

か
け
て
も
ら
い
、
休
憩
時
間
も
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
話
は
楽
し
く
て
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
相

手
の
こ
と
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
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休
憩
が
終
わ
っ
て
お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
い
つ
も
そ
の
方
は
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て

「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
自
分
か
ら
お
客
さ
ん
に
元
気
に
挨
拶
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
真
似
し
て
私
も
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
そ
の
方
の
自
分
か
ら
関
わ
り
に
行
く
姿
勢
が
強
く
印
象
に
残
り
、
私
も
自
分
か
ら
そ
の
方
に
仕
事
に
つ
い
て

の
質
問
を
し
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
会
話
で
き
る
か
さ
え
不
安
に
思
っ
て
い
た
相
手
を
、
し
っ
か
り
知
っ
て
、
見
る
こ
と
で
、「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
よ
り
目
を
向
け
る
べ
き
と
こ
ろ
に
気
付
け
た
気
が
し
ま
す
。
思
い
込
み
に
よ
っ
て
見
え
て
い
た
相
手
と
は
違

う
、
本
来
の
相
手
を
、
こ
こ
で
初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
く
こ
こ
で
初
め
て
人
権
を
守
る
た

め
に
大
切
な
「
相
手
を
尊
敬
す
る
こ
と
」
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

人
権
を
守
る
こ
と
は
、
相
手
を
知
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
き
っ
と
、
初
め
は
人
権
を
守

る
こ
と
よ
り
も
、
相
手
を
知
っ
て
見
る
こ
と
に
集
中
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
相
手
へ
の
関
心
と
、
関
わ
り
に

行
く
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
「
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
相
手
に
当
て
は
め
て
思
い

込
ま
ず
に
、
本
来
の
相
手
を
見
て
み
よ
う
と
歩
み
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
人
権
を
守
る
こ
と
へ
の
大
き

な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

人
権
を
守
る
こ
と
。
尊
敬
や
思
い
や
り
を
持
ち
合
う
こ
と
。
全
て
「
イ
メ
ー
ジ
か
ら
作
ら
れ
る
思
い
込
み
」
で
相
手
を
見
て

い
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
同
じ
人
間
と
し
て
相
手
を
尊
敬
す
る
た
め
に
。
障
害
な
ど
の
ス
タ
ー
ト
の
違
い
を
埋
め
て
し
ま

う
た
め
に
。
本
当
の
意
味
で
助
け
合
う
た
め
に
。
本
来
の
姿
を
尊
敬
し
合
う
た
め
に
。
ま
ず
は
自
分
か
ら
。
私
は
今
日
も
学
校

に
い
る
色
ん
な
人
に
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。
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私
は
家
族
と
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
相
手
が
本
当
に
求
め

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
人
を
思
い
や
る
心
と
相
手
に
寄
り
添
う
言
葉

に
つ
い
て
姉
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
も
し
元
気
が
な
か
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
で
い
る
子
が
い
た
時
、
自
分
な
ら
ど

う
す
る
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
姉
は
、
大
丈
夫
だ
よ
、
私
が
そ
ば
に
い
る
か
ら
ね
。
と
言
っ
て
何
も
言
わ
ず
そ
っ
と
そ

ば
に
い
て
あ
げ
る
。
と
言
い
、
私
は
、
大
丈
夫
？
私
で
よ
か
っ
た
ら
話
を
聞
く
よ
。
と
声
を
か
け
る
、
と
言
い
ま
し
た
。
お
互

い
か
け
る
言
葉
に
驚
き
つ
つ
、
納
得
も
し
、
次
は
自
分
な
ら
ど
う
し
て
欲
し
い
か
を
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
か
け
る
言
葉
と

か
け
て
欲
し
い
言
葉
は
同
じ
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
自
ら
が
か
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
言
葉
を
か
け
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
達
姉
妹
で
も
、
寄
り
添
い
方
が
違
っ
た
よ
う
に
、
心
か
ら
相
手
に
寄
り
添
う
た
め
に
何
が
大
切

な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

私
は
生
ま
れ
つ
き
心
臓
の
病
気
が
あ
り
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
も
入
れ
て
い
ま
す
。
胸
や
お
腹
に
大
き
な
手
術
の
痕
が
あ
る
し
、

兵
庫
県
大
会
優
秀
賞

　
　

心
に
寄
り
添
う

明
石
市
立
大
久
保
北
中
学
校　

三
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「
可
哀
想
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
私
は
「
可
哀
想
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言

葉
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
哀
れ
や
悲
惨
、
不
幸
を
連
想
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。「
可
哀
想
」
と
言
わ
れ
る
と
、
私
っ
て
可
哀
想

な
人
な
ん
だ
、
と
悲
観
的
な
気
持
ち
に
な
り
、
な
ん
と
な
く
幸
せ
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
確
か
に
手
術
や
入
院
、
多
く
の
制
限
も
あ
り
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
不
幸
だ
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
家
族
も
、
こ
れ
ほ
ど
大
変
な
手
術
を
何
度
も
乗
り
越
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
こ
の

先
も
大
丈
夫
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
と
言
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

頑
張
っ
て
こ
れ
た
こ
と
が
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
「
可
哀
想
」
よ
り
「
頑
張
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る

方
が
嬉
し
い
気
が
し
ま
す
。

母
も
ま
た
、
私
が
小
さ
い
頃
「
可
哀
想
」
と
言
わ
れ
る
度
に
、
病
気
や
痛
み
を
変
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
自
分
を

責
め
、
落
ち
込
ん
で
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
不
安
だ
っ
た
ね
。
頑
張
っ
て
き
た
ね
。
一
人
で
頑
張
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
。

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
時
、
初
め
て
救
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

か
け
る
言
葉
に
は
と
て
も
重
み
が
あ
り
ま
す
。
も
し
自
分
な
ら
つ
ら
く
て
耐
え
ら
れ
な
い
、
と
共
感
し
相
手
を
気
遣
い
、
か

け
た
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
受
け
取
り
方
は
違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
受
け
止
め
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
自
分
の
価
値
観
で

は
な
く
、
相
手
の
価
値
観
を
受
け
止
め
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
差
別
や
偏
見
も
、
そ
う
い
っ
た
価
値

観
の
違
い
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
は
育
っ
た
環
境
や
人
間
関
係
、
人
生
経
験
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
。だ
か
ら
、考
え
や
価
値
観
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。相
手
の
話
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
た
り
、多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
様
々
な
価
値
観
を
知
り
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
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に
接
す
る
こ
と
が
相
手
に
と
っ
て
い
い
の
か
が
分
か
り
、
よ
り
気
持
ち
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

落
ち
込
ん
で
い
た
ら
、
そ
っ
と
そ
ば
に
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
か
ら
、
悩
み

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
話
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
で
、
相
手
の
価
値
観
に
も
気
づ
き
、
ま
た
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
こ
と
に
、
少
し
ず
つ
心
が
楽
に
な
っ
て
、
信
頼
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
時
に
は
励
ま
し
た
り
、
助
言
し
た
り
、
背

中
を
押
す
こ
と
も
寄
り
添
い
の
か
た
ち
で
す
。

人
の
気
持
ち
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
表
情
や
仕
草
か
ら
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
取
り
、
想
像
力
を
働
か
せ
接
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
相
手
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
相
手
が
求
め
る
よ
り
前
に
察
知
す
る
力
が
あ
れ
ば
、
心
か
ら
寄

り
添
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

も
し
相
手
の
望
む
こ
と
で
な
か
っ
た
ら
、
と
不
安
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
よ
り
理
解
し
よ
う
と
し
て
行
動
を
起
こ
し
た
の
な

ら
、
相
手
に
そ
の
気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
同
時
に
、
自
分
の
求
め
て
い
た
こ
と
で
な
く
て
も
、
自
分
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
人
に
も
悩
み
や
困
難
が
あ
り
、
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
心
か
ら
、
全
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
様
々
な
人
の
声
に
耳

を
傾
け
、
知
り
、
心
に
寄
り
添
う
人
に
私
は
な
り
た
い
で
す
。
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庫
県
大
会
優
秀
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み
ん
な
で
幸
せ
を

姫
路
市
立
大
白
書
中
学
校　

二
年　
　
　
　

藤　

原　

碧　

人

僕
に
は
色
覚
異
常
が
あ
り
ま
す
。
色
覚
異
常
は
先
天
的
な
も
の
が
多
く
、
僕
は
病
気
や
け
が
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
先
天
性
色
覚
異
常
は
日
本
人
男
性
の
二
十
人
に
一
人
、
日
本
人
女
性
の
五
百
人
に
一
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
に
と
っ

て
は
自
分
の
見
え
方
が
普
通
な
の
で
、
他
の
人
が
ど
の
よ
う
な
風
に
見
え
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
自
分
の
見
え

方
が
人
と
違
っ
て
い
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
が
色
覚
異
常
な
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
い
た
き
っ
か
け
は
、

五
年
生
の
時
に
晩
御
飯
の
準
備
で
僕
が
箸
を
並
べ
て
い
た
と
き
で
す
。
水
色
、
ピ
ン
ク
、
グ
レ
ー
の
箸
を
い
つ
も
僕
は
チ
グ
ハ

グ
に
並
べ
て
い
る
の
で
、
一
度
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
僕
か
ら
す
る
と
そ
の
色
と
色
同
士
が
正
し
い
組
み
合
わ
せ

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
母
に
伝
え
て
み
る
と
、
母
は
最
初
は
い
い
加
減
に
並
べ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
謝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
検
査
を
し
て
自
分
の
色
の
見
え
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
中
学
校
に

入
っ
て
か
ら
も
色
覚
の
検
査
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
正
し
く
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
僕
は
そ
れ
を

シ
ョ
ッ
ク
だ
と
は
思
わ
ず
、
自
分
は
レ
ア
（
珍
し
く
、
素
晴
ら
し
い
）
な
存
在
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
思
っ
た
の
は
小
学
六

年
生
の
時
の
担
任
の
先
生
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
先
生
も
珍
し
い
病
気
を
患
っ
て
い
て
、
そ
の
病
気
を
患
っ
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て
い
る
こ
と
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
考
え
る
こ
と
で
自
分
は
レ
ア
な
存
在
な
ん
だ
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

今
考
え
る
と
、
小
さ
い
頃
か
ら
色
鉛
筆
を
使
っ
て
色
を
ぬ
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
し
、
信
号
の
色
が
分
か
り
に
く
い
の
で
、

周
り
の
様
子
を
見
て
判
断
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
青
に
な
っ
た
よ
。」と
言
わ
れ
て
も
僕
に
は
白
っ
ぽ
く
見
え
ま
す
。

今
も
信
号
は
周
り
の
様
子
や
色
で
は
な
く
歩
行
者
用
信
号
機
の
歩
い
て
い
る
人
の
マ
ー
ク
や
光
っ
て
い
る
位
置
で
判
断
し
ま

す
。
絵
の
具
や
色
鉛
筆
の
色
も
友
達
に
「
こ
れ
何
色
？
」
と
確
認
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
美
術
の
時
間
に
色
相
環
を
描
い
た
時

に
は
、
色
の
違
い
が
よ
く
分
か
ら
ず
先
生
に
も
言
え
な
く
て
戸
惑
い
、
周
り
の
子
は
ど
ん
ど
ん
手
際
よ
く
描
く
中
、
僕
は
二
枠

分
し
か
描
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
に
も
焼
き
肉
の
時
に
肉
が
焼
け
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
、「
こ
れ
焼
け
て
る
？
」

と
確
認
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、自
分
に
色
覚
異
常
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、

色
覚
異
常
が
あ
る
こ
と
で
自
分
の
思
う
進
路
に
進
め
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
鉄
道
や
航
空
関
連
の
仕
事
は
制
限
が
あ
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
命
に
関
わ
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
も
し
大
人
に
な
っ
て
こ
の
事

実
を
知
っ
た
ら
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
り
も
っ
と
早
く
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
と
思
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
僕
は
今
、
自
分
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
も
し
み
ん
な
に
で
き
て
自
分
に
は
難
し
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
る
心
づ
も
り
が
少
し
は
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分
な
り
の
工
夫
も
で
き
る

し
、
気
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
誰
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た
り
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

僕
は
自
分
の
こ
と
を
異
常
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
僕
か
ら
す
る
と
見
え
て
い
る
世
界
が
普
通
だ
か
ら
で
す
。
僕
は
色
覚
異

常
の
こ
と
で
友
達
か
ら
何
か
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
か
ら
は
「
周
り
の
友
達
に
恵
ま
れ
て
い
る
な
」
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と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
僕
の
周
り
に
は
相
手
の
こ
と
を
正
し
く
知
ろ
う
と
し
た
り
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
り
す
る
友
達
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
幸
せ
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

人
は
よ
く
自
分
の
価
値
観
を
人
に
押
し
付
け
ま
す
。
特
に
自
分
が
多
数
派
だ
と
そ
れ
が
正
し
い
と
思
い
、
そ
れ
と
は
違
う
立

場
の
弱
者
や
少
数
派
の
人
達
に
偏
見
を
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
立
場
の
弱
い
人
や
少
数
派
の
人
が
悲

し
い
思
い
を
す
る
の
は
残
念
だ
し
お
か
し
い
こ
と
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
生
活
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
僕
を
含
め

一
人
一
人
が
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
正
し
く
知
ろ
う
、
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
人

と
比
較
す
る
も
の
で
は
な
い
で
す
。
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
正
し
い
と
思
う
関
わ
り
方

を
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
と
は
違
う
立
場
の
人
や
考
え
方
を
認
め
合
い
、
自
分
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生

き
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
で
誰
か
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
た
い
し
、
色
ん
な
人
や
立
場
の
人
を
正
し
く
理
解
し
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
み
ん
な
が
生
き
生
き

と
幸
せ
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
僕
は
思
い
ま
す
。
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作　　品　　名 学　校　名 学年 氏　名

最優秀賞
（５編）

クラブフット 加古川市立浜の宮中学校 3 今津　柊馬

多様性の時代に
生まれて 淡路市立東浦中学校 3 前田　快生

思いやりで心を繋ぐ 稲美町立稲美中学校 3 鳥取　佳純

杖の向こうに 新温泉町立夢が丘中学校 1 田中　蒼真

僕の友達 宝塚市立御殿山中学校 2 平野　圭悟

兵庫県教育
委員会賞 人それぞれの普通 神戸市立鷹匠中学校 1 志方　優和

ＮＨＫ神戸
放送局賞 ありのままを生きる 学校名・学年・氏名非公表

サンテレビ賞 人の目を
気にするとは 高砂市立松陽中学校 3 橋本　　凜

ラジオ関西賞 意識が社会に
広がるように 宍粟市立一宮南中学校 8 森本　まお

兵庫男女共同
参画委員会賞 命を繋ぐ 姫路市立菅野中学校 3 福岡　苺依

兵庫こども
人権委員会賞 人権とは何か 仁川学院中学校 1 城者　拓実

兵庫高齢者・
障がい者人権
委員会賞

イメージから
作られる思い込み 丹波市立氷上中学校 2 脇本　紗有

優秀賞
（３編）

誰もが普通に
暮らせるように 賢明女子学院中学校 1 荒井香里奈

心に寄り添う 明石市立大久保北中学校 3 新田　歌菜

みんなで幸せを 姫路市立大白書中学校 2 藤原　碧人

入賞作品一覧
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作　　品　　名 学　校　名 学年 氏　名

奨励賞
（２５編）

いじりといじめ 尼崎市立中央中学校 1 坂本　　麗

あなたは「かけがえ
のない」ピース 神戸市立桜が丘中学校 1 河合　朋紀

その一生懸命に
最高のエールを 尼崎市立小園中学校 2 古賀　史恩

言葉の形 洲本市立由良中学校 3 粟　　悠希

過去と共に未来へ 西宮市立瓦木中学校 3 氏家　治子

ぼくができること 丹波市立柏原中学校 2 大西　真翔

「逃げる勇気」 赤穂市立坂越中学校 2 宮本　暖加

「能登半島地震から
人権を考える」 相生市立矢野川中学校 3 大崎　秀真

ネットを扱うに
あたって 丹波市立氷上中学校 3 荒木　　絆

僕のおばあちゃん 小野市立河合中学校 7 小林　遙斗

自分を一番分かって
いるのは自分 西宮市立浜脇中学校 3 堂道　愛加

不登校の気持ち 姫路市立増位中学校 3 國本　歩夢

言葉のこわさ 朝来市立朝来中学校 3 清水　碧人

忘れてはいけない言葉 新温泉町立浜坂中学校 2 井上　武俊

自分らしく 明石市立魚住中学校 3 米田　藍子

妹が輝く場所 加古川市立平岡南中学校 1 塩田　琴未

命の重み 小野市立小野中学校 9 水池　綾心

こぼさない器 三田市立八景中学校 3 川岸　心桜

不登校の学ぶ権利 淡路市立北淡中学校 3 澤井　　心

僕の弟 川西市立川西南中学校 1 温泉川竜斗

ヘルプマークはなぜ
あるのか。 明石市立大蔵中学校 3 德元　悠愛

繰り返してはいけない歴史 三田市立狭間中学校 3 菅長　　楓

自分らしく 尼崎市立大庄中学校 2 宮嵜穂乃香

自分らしく生きる 西宮市立苦楽園中学校 3 布施　凛子

温かな手 加西市立加西中学校 2 安永　百花

作品の公表内容はプライバシーに配慮して決定しています。
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Kids Room
（法務省きっずるーむ）

こどもの
人権110番

人権擁護局の
フェイスブック

人権擁護局の
フロントページ

こどもの人権
SOS-eメール

人権擁護局の
LINE

https://www.moj.go.jp/
KIDS/jinken110/

https://www.facebook.com/
HumanRightsBureau.MOJ/

https://www.moj.go.jp/
JINKEN

https://www.jinken.go.jp/
soudan/PC_CH/0101.html

アカウント
@jinken01

人権擁護局の
X

アカウント
@MOJ_JINKEN





人権問題のご相談はお近くの法務局・人権擁護委員へ
相談は無料で、秘密は固く守られます。

発　行
発行所

印刷所

　この作品集の作品を地方公共団体が広報誌に掲載したり、
学校が教材に使用される場合は、神戸地方法務局人権擁護課
（078－392－1821代表）まで、連絡してください。

禁転載

神戸市中央区波止場町 1番 1号
神戸地方法務局　兵庫県人権擁護委員連合会
TEL078（392）-1821（代）　FAX078（392）-0180
〒651-0094　神戸市中央区琴ノ緒町 1丁目 5-9
株式会社　旭成社

令和 6年 2月 1日

人権イメージキャラクター
　「人ＫＥＮまもる君」
　「人ＫＥＮあゆみちゃん」

□	神戸地方法務局人権擁護課・神戸人権擁護委員協議会
	 〒650-0042	神戸市中央区波止場町1番1号	 Tel	078-392-1821

□	神戸地方法務局西宮支局・西宮人権擁護委員協議会
	 〒662-0942	西宮市浜町7番35号	 Tel	0798-26-1302

□	神戸地方法務局伊丹支局・伊丹人権擁護委員協議会
	 〒664-0881	伊丹市昆陽1丁目1番地12	 Tel	072-779-3454

□	神戸地方法務局尼崎支局・尼崎人権擁護委員協議会
	 〒660-0892	尼崎市東難波町4丁目18番36号	 Tel	06-6482-7417

□	神戸地方法務局明石支局・明石人権擁護委員協議会
	 〒673-0891	明石市大明石町2丁目4番25号	 Tel	078-912-5564

□	神戸地方法務局柏原支局・柏原人権擁護委員協議会
	 〒669-3309	丹波市柏原町柏原516番地1	 Tel	0795-72-0176

□	神戸地方法務局姫路支局・姫路人権擁護委員協議会
	 〒670-0947	姫路市北条1丁目250番地	 Tel	079-225-1926

□	神戸地方法務局加古川支局・加古川人権擁護委員協議会
	 〒675-0017	加古川市野口町良野1749番地	 Tel	079-424-3555

□	神戸地方法務局社支局・北播人権擁護委員協議会
	 〒673-1431	加東市社539番地2	 Tel	0795-42-0201

□	神戸地方法務局龍野支局・龍野人権擁護委員協議会
	 〒679-4167	たつの市龍野町富永879番地2	 Tel	0791-63-3270

□	神戸地方法務局豊岡支局・豊岡人権擁護委員協議会
	 〒668-0024	豊岡市寿町8番4号	 Tel	0796-22-2703

□	神戸地方法務局洲本支局・洲本人権擁護委員協議会
	 〒656-0024	洲本市山手1丁目2番19号	 Tel	0799-22-0497

相談時間はいずれも月曜日〜金曜日（休日を除く）午前8時30分〜午後5時15分まで

市役所や町役場で開設しています。
日時などはお近くの法務局におたずねください。

月〜金曜日（休日を除く）　午前9時〜午後5時まで
対応言語　中国語、韓国語、英語、フィリピノ語、
ポルトガル語、ベトナム語、ネパール語、スペイン語、
インドネシア語、タイ語

0570-090911

❖常設相談所

❖特設相談所

❖外国語人権相談ダイヤル

発 行令和７年２月１日
発行所 神戸市中央区波止場町１番１号

神戸地方法務局　兵庫県人権擁護委員連合会
TEL078(392)-1821（代）　FAX078(392)-0180

印刷所〒653-0022　神戸市長田区東尻池町2丁目9-17
服部プロセス株式会社



電話でのご相談（平日 8：30～17：15）

ひとりで悩まずにご相談ください
人権に関する問題でお悩みの方は、

お近くの法務局・地方法務局又はその支局までご相談ください。

インターネットでのご相談

みんなの人権110番
差別や虐待、パワーハラスメントなど、様々な人権問題についての相談電話です。
電話は、おかけになった場所の最寄りの法務局・地方法務局につながります。
※ PHS・一部の IP 電話等からはご利用できない場合があります。

女性の人権ホットライン
配偶者・パートナーからの暴力やセクシュアル・ハラスメント等、女性の人権問題に
関する専用相談電話です。
※PHS・一部の IP 電話等からはご利用できない場合があります。

こどもの人権110番（通話料無料）
いじめ、虐待など、こどもの人権問題に関する専用相談電話です。

LINE じんけん相談

みんなの人権110番
ゼロゼロみんな ひゃくとおばんの

0570-003-110
こどもの人権110番（通話料無料）

ぜろぜろなな ひゃくとおばんの

0120-007-110
女性の人権ホットライン

ゼロナナゼロ ハートラインの

0570-070-810

インターネット人権相談 検 索ＰＣ、携帯、スマホ共通です。

@linejinkensoudan 検 索

https://www.jinken.go.jp/
インターネット人権相談受付窓口URL

LINEでも相談を受け付けています

こちらから友だち追加してください▶

令
和
6
年
度

人
権
の
芽

こどものいのちと人権を守り 

背幅2.5mm


